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た
出
版
物
に
よ
る
都
市
の
イ
メ
ー
ジ

　
　
づ
く
り─

近
代
の
京
都
市
を
中
心
に
─	

江
崎
　
淳
也

一
、『
幡
随
意
上
人
諸
国
行
化
伝
』
に
お
け
る
説
話
と
思
想

	

長
谷
川
真
佑

二
〇
二
一
年
度
大
学
院
（
文
学
研
究
科
） 

博
士
課
程
博
士
論
文
題
目

⃝⃝

文
学

一
、
近
世
前
中
期
真
宗
行
信
論
の
研
究	

伊
藤
　
顕
慈

一
、
真
宗
倫
理
の
研
究	

釋
　
　
大
智

一
、
曇
鸞
浄
土
教
に
お
け
る
修
道
論
の
研
究	

遠
山
　
信
証

一
、
道
綽
浄
土
教
に
お
け
る
念
仏
思
想
と
実
践
教
化	

福
井
　
順
忍

一
、
日
本
仏
教
と
英
語
翻
訳

─
真
宗
関
連
の
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
─	

嵩
　
　
宣
也

一
、
湛
睿
教
学
の
研
究	

高
田
　
　
悠

⃝⃝

臨
床
心
理
学

一
、
子
ど
も
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
育
成
に
関
す
る
臨
床
心
理
学
的

　
　
研
究	

梅
野
　
智
美

一
、
シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
ジ
ョ
イ
ニ
ン
グ

　
　
に
つ
い
て
の
研
究

─
ジ
ョ
イ
ニ
ン
グ
の
組
織
へ
の
応
用
の
可
能
性
─

	

田
中
　
智
之

一
、
生
徒
の
問
題
行
動
に
対
す
る
教
員
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

　
　
ラ
ー
の
協
働
に
関
す
る
臨
床
心
理
学
的
研
究	

浅
野
　
浩
子



六
一

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

二
〇
二
一
年
度
文
学
部 

卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

⃝⃝

真
宗
学
科

一
、
日
本
仏
教
の
歴
史
か
ら
見
た
親
鸞
に
対
す
る
認
識
と

　
　
現
代
社
会
へ
の
課
題	

牧
野
　
泰
賀

一
、
蓮
如
の
伝
道
活
動	

佐
々
木
智
峻

一
、
法
然
と
親
鸞
の
念
仏
と
信
心	

武
澤
　
信
純

一
、
子
育
て
支
援
に
つ
な
が
る
浄
土
真
宗
の
ビ
ハ
ー
ラ
活
動

	

谷
口
　
竜
史

一
、
終
活
の
ブ
ー
ム
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て

─
終
活
に
つ
い
て
の
一
考
察
─	

細
山
田
真
也

一
、
浄
土
真
宗
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

─
現
在
と
未
来
─	
相
本
　
優
樹

一
、
現
代
に
お
け
る
真
宗
倫
理
の
研
究	
青
木
　
大
智

一
、
親
鸞
の
太
子
信
仰

─
『
皇
太
子
聖
徳
奉
讃
』
を
中
心
に
─	

天
野
　
智
海

一
、
仏
教
・
真
宗
に
お
け
る
譬
喩
の
チ
カ
ラ

─
二
河
白
道
を
中
心
に
─	

荒
川
　
拓
摩

一
、
現
代
医
療
に
お
け
る
仏
教
の
役
割	

荒
木
　
　
優

一
、
ビ
ハ
ー
ラ
は
人
生
の
苦
を
ど
の
よ
う
に
和
ら
げ
る
こ
と
が

　
　
で
き
る
の
か	

泉
尾
　
巧
磨

一
、
本
願
力
回
向
に
つ
い
て
の
一
考
察

─
特
に
還
相
回
向
に
つ
い
て
─	

井
上
　
優
広

一
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
親
鸞
の
回
心	

井
原
　
郁
也

一
、
妙
好
人─

日
本
と
海
外
の
比
較
─	

今
西
　
一
晟

一
、
法
然
門
下
の
往
生
業
に
つ
い
て	

巖
　
　
智
彰

一
、
浄
土
真
宗
と
差
別

─
過
去
、
現
在
問
わ
ず
蔓
延
る
差
別
と
の
向
き
合
い
方

を
浄
土
真
宗
視
点
で
考
察
す
る
─	

上
田
爽
一
郎

一
、
真
宗
と
科
学

─
現
代
科
学
者
た
ち
に
観
る
浄
土
観
─	

植
田
　
亮
平

一
、
仏
教
と
医
療
の
協
働
の
可
能
性
に
関
す
る
考
察

─
親
鸞
の
救
済
観
と
共
に
─	

宇
佐
美
智
瑞

一
、
多
様
化
す
る
現
代
社
会
に
お
け
る
仏
教
・
浄
土
真
宗
の

　
　
在
り
方	

宇
佐
美
仁
茂

一
、
恵
信
尼
の
生
涯	

内
田
　
雅
之

一
、
善
道
、
親
鸞
の
六
字
釈
に
つ
い
て	

梅
高
　
智
真

一
、
女
人
往
生
の
存
在
に
つ
い
て

─
蓮
如
上
人
の
女
性
観
─	

浦
川
　
観
大

一
、
浄
土
真
宗
の
本
地
垂
迹
説
観	

江
頭
　
秀
彦

一
、
自
死
問
題
と
そ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
研
究	

大
内
　
啓
暉

一
、
死
に
対
す
る
ケ
ア	

大
西
　
喬
紀

一
、
親
鸞
聖
人
の
女
性
観	

大
平
　
七
海

一
、
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
と
そ
の
未
来	

大
町
　
悠
斗

一
、
二
河
白
道
に
お
け
る
解
釈
の
比
較
研
究

─
善
導
・
法
然
・
親
鸞
・
存
覚
を
中
心
に
─

	

岡
上
明
日
香



六
二

龍
谷
大
学
論
集

一
、
真
宗
に
お
け
る
動
物
の
死
と
往
生	

岡
田
　
夢
真

一
、『
観
無
量
寿
経
』
の
意
義
と
現
代	

岡
本
　
道
哉

一
、
日
本
と
海
外
の
宗
教
性
と
浄
土
真
宗	

小
川
　
星
哉

一
、
親
鸞
の
人
間
観
と
救
い
の
在
り
方
に
つ
い
て	

小
川
　
大
輝

一
、
宗
教
と
育
児
の
精
神
的
な
悩
み	

荻
野
　
笑
那

一
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
善
知
識
の
位
置
付
け	

小
野
　
千
輝

一
、
親
鸞
の
教
義
と
よ
ろ
こ
び	

春
日
　
弘
輝

一
、
寺
と
神
社
の
存
在
意
義	

勝
永
　
　
環

一
、
現
代
日
本
人
の
宗
教
観	

勝
水
　
崇
史

一
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
宗
教
の
役
割

─
宗
教
、
社
会
福
祉
・
医
療
の
観
点
を
踏
ま
え
て
─

	

加
藤
　
颯
人

一
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
寺
院
活
動	

金
尾
　
正
映

一
、
近
代
に
お
け
る
仏
教
者
の
教
育
観

─
浄
土
真
宗
を
中
心
に
─	

神
根
　
真
生

一
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
他
力
の
意
義	
亀
高
　
聖
也

一
、
中
村
久
子
か
ら
学
ぶ
自
己
肯
定
感
と
浄
土
真
宗	
川
島
　
実
菜

一
、
自
己
と
他
者
の
共
生	

川
田
　
遥
子

一
、
三
業
惑
乱
期
に
お
け
る
学
林
能
化
の
様
相	

河
原
　
知
音

一
、
死
へ
の
苦
し
み
に
対
す
る
僧
侶
の
役
割

─
親
鸞
の
姿
勢
を
通
じ
て
─	

川
原
　
梨
花

一
、
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
役
割	

岸
田
　
悠
暉

一
、「
宗
教
に
よ
る
暴
力
と
危
険
性
」

─
浄
土
真
宗
を
中
心
に
─	

北
川
　
拓
哉

一
、
龍
谷
大
学
の
歴
史
に
つ
い
て	

北
野
　
航
平

一
、
仏
教
と
医
療
の
連
携
に
つ
い
て
の
一
考
察	

北
野
　
　
燎

一
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
念
仏
思
想	

絹
谷
　
大
樹

一
、
浄
土
真
宗
の
視
点
か
ら
読
み
解
く
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』

	

木
下
　
成
慈

一
、
親
鸞
聖
人
の
伝
道
姿
勢

─
浄
土
和
讃
に
焦
点
を
置
い
て
─	

桐
渓
　
龍
真

一
、
現
代
社
会
に
お
け
る
仏
教
と
し
て
の
浄
土
真
宗
と
は

	

久
下
　
昇
汰

一
、
女
人
往
生
に
つ
い
て	

熊
本
　
彩
花

一
、
仏
教
・
浄
土
真
宗
か
ら
動
物
の
死
を
ど
う
捉
え
る
か

	

倉
本
　
翔
熙

一
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
六
字
釈
の
研
究

─
親
鸞
・
蓮
如
を
中
心
と
し
て
─	

桒
原
　
悠
真

一
、
真
宗
の
伝
道
と
現
在
の
存
在
意
義	

桑
原
　
李
空

一
、
浄
土
思
想
の
人
間
観	

高
坂
　
一
真

一
、
現
代
に
お
け
る
真
宗
の
存
在
意
義	

河
野
　
賢
信

一
、
蓮
如
の
思
想
へ
の
理
解

─
当
時
と
現
在
と
の
違
い
─	

兒
玉
　
明
子

一
、
真
宗
に
お
け
る
共
生	

小
林
　
由
悟

一
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
奇
瑞
に
つ
い
て	

近
藤
あ
か
ね

一
、
真
宗
寺
院
の
経
営	

近
藤
　
生
信

一
、
日
本
の
お
寺
改
革

─
寺
院
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
─	

近
藤
　
悠
斗

一
、
鈴
木
大
拙
の
一
考
察	

坂
田
　
麻
友

一
、
親
鸞
の
教
え
と
ビ
ハ
ー
ラ
活
動



六
三

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

─
福
祉
・
介
護
に
注
目
し
て
─	

坂
本
　
純
梓

一
、
蓮
如
教
学
の
研
究	

崎
本
　
正
教

一
、
八
番
問
答
よ
り
斟
酌
し
た
曇
鸞
の
往
生
観

─
五
念
門
と
十
念
の
検
討
─	

佐
藤
舞
里
萌

一
、
仏
教
音
楽
の
効
果	

式
庄
　
誓
我

一
、
親
鸞
に
お
け
る
回
向
と
は
何
か	

重
松
　
　
光

一
、
お
寺
と
現
代
社
会

─
コ
ン
ビ
ニ
よ
り
多
い
と
言
わ
れ
る
お
寺
の
取
り
組

み
─	

島
谷
穂
乃
香

一
、
宗
教
と
心
理
学
の
比
較

─
宗
教
と
心
理
学
か
ら
見
る
人
間
の
思
想
─

	

清
水
谷
　
亮

一
、
親
鸞
聖
人
の
三
経
解
釈

─
正
信
念
仏
偈
を
中
心
に
─	

正
林
さ
や
か

一
、
浄
土
真
宗
の
戦
時
教
学

─
真
俗
二
諦
を
中
心
に
─	
素
木
　
康
宏

一
、『
歎
異
抄
』
に
お
け
る
親
鸞
観	

城
　
　
拓
実

一
、
七
祖
か
ら
親
鸞
ま
で
の
念
仏
理
解
の
変
遷	

菅
沼
奈
津
美

一
、
宗
教
に
お
け
る
宗
教
美
術
の
影
響
と
役
割	

菅
原
　
祐
円

一
、
浄
土
に
往
生
し
た
者
の
様
相
に
つ
い
て	

杉
下
　
皓
國

一
、
現
代
日
本
の
宗
教
観
と
伝
道	

杉
山
　
智
広

一
、
真
宗
出
雲
路
派
教
学
の
研
究

─
宗
制
を
中
心
に
─	

泰
圓
澄
　
智

一
、
法
然
と
親
鸞
の
念
仏
観	

高
島
　
大
寛

一
、
ビ
ハ
ー
ラ
の
現
代
に
お
け
る
役
割	

高
山
　
　
楓

一
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
自
己
受
容

─
生
き
や
す
い
人
生
を
歩
む
た
め
に
─	

田
中
　
実
法

一
、
浄
土
真
宗
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル	

田
中
　
　
僚

一
、
浄
土
真
宗
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ	

田
中
　
蓮
也

一
、
悪
人
正
機
説
か
ら
学
ぶ
親
鸞
の
人
間
観	

棚
瀬
　
真
爾

一
、
現
代
社
会
に
お
け
る
仏
教
と
医
療	

谷
本
阿
久
鈴

一
、
現
代
に
お
け
る
ビ
ハ
ー
ラ
の
必
要
性	

玉
田
　
大
介

一
、
女
人
往
生
の
研
究

─
法
然
・
親
鸞
・
存
覚
・
蓮
如
を
通
し
て
─

	

田
村
　
穂
香

一
、
自
死
念
慮
者
に
対
す
る
浄
土
真
宗
の
関
わ
り
方

─
ビ
ハ
ー
ラ
を
用
い
た
自
死
対
策
─	

茶
谷
　
勝
臣

一
、
蓮
如
上
人
に
お
け
る
真
宗
教
団
の
発
展

─
そ
の
手
法
と
現
代
へ
の
応
用
─	

司
田
　
海
良

一
、
真
宗
儀
礼
に
お
け
る
改
悔
批
判	

月
村
　
怜
亜

一
、
一
向
宗
に
つ
い
て	

堤
　
　
大
輝

一
、
浄
土
真
宗
の
伝
道

─
親
鸞
の
自
信
教
人
信
を
根
底
と
し
て
─	

椿
　
　
唯
信

一
、
覚
如
教
学
に
お
け
る
『
歎
異
抄
』
の
影
響
と
そ
の
背
景

	

鳥
喰
　
唯
誓

一
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
勤
行
の
意
義	

中
川
　
雄
真

一
、
現
代
日
本
に
お
け
る
日
本
人
の
宗
教
観
と
寺
離
れ
に
つ
い
て

─
様
々
な
視
点
か
ら
比
較
し
て
─	

中
西
　
　
誠

一
、
個
人
化
す
る
葬
儀
の
行
方	

中
山
　
晃
耀

一
、
寺
離
れ
を
防
ぐ
た
め
の
伝
道	

永
井
　
　
蓮



六
四

龍
谷
大
学
論
集

一
、
戦
国
期
に
お
け
る
本
願
寺
教
団	

西
方
　
泰
信

一
、
女
人
往
生
に
つ
い
て
の
考
察

─
親
鸞
聖
人
、
蓮
如
上
人
を
中
心
と
し
て
─

	

西
永
　
隆
紀

一
、
親
鸞
・
法
然
の
死
生
観

─
臨
終
来
迎
と
現
生
正
定
聚
に
つ
い
て
─	

貫
名
　
恵
眞

一
、
親
鸞
思
想
に
お
け
る
廻
心
の
研
究	

野
田
　
智
明

一
、
近
代
に
お
け
る
親
鸞
解
釈

─
日
蓮
と
マ
ル
ク
ス
を
踏
ま
え
て
─	

蓮
本
　
流
星

一
、
自
死
に
向
き
合
う
仏
教

─
真
宗
の
活
動
を
通
し
て
─	

林
　
　
大
樹

一
、
浄
土
真
宗
の
思
想
と
現
代
社
会
の
問
題

─
差
別
と
偏
見
に
つ
い
て
─	

原
　
　
鼓
卯

一
、
末
法
思
想
の
源
泉

─
道
綽
を
中
心
と
し
て
─	

東
野
　
航
平

一
、
浄
土
真
宗
の
伝
道
に
つ
い
て	
久
野
　
顕
英

一
、
親
鸞
聖
人
に
お
け
る
生
死
超
克	
日
溪
　
真
雄

一
、
現
代
社
会
に
お
け
る
伝
道
の
あ
り
方	

杲
　
　
一
真

一
、
死
に
対
す
る
悲
し
み
か
ら
の
脱
却

─
緩
和
ケ
ア
と
共
に
─	

平
松
　
遥
菜

一
、
仏
教
に
お
け
る
肉
食
と
妻
帯	

廣
岡
　
蓮
翔

一
、
武
道
と
浄
土
真
宗

─
結
城
令
聞
と
剣
道
─	

深
水
　
照
恵

一
、
ビ
ハ
ー
ラ
の
心
の
ケ
ア

─
親
鸞
の
阿
弥
陀
仏
観
に
つ
い
て
─	

福
間
　
　
慧

一
、
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
か
ら
学
ぶ
福
祉
の
重
要
性

─
心
の
健
や
か
な
在
り
方
に
つ
い
て
─	

福
本
　
菜
摘

一
、
長
州
の
浄
土
真
宗

─
幕
末
維
新
期
を
中
心
に
─	

藤
岡
　
礼
我

一
、
医
療
と
仏
教
か
ら
わ
か
る
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
必
要
性

	

藤
田
　
宏
斗

一
、
三
業
惑
乱
に
つ
い
て

─
北
陸
真
宗
門
徒
を
中
心
と
し
て
─	

藤
野
　
暁
信

一
、
小
説
作
品
の
中
の
親
鸞
の
人
物
像	

藤
山
　
真
朋

一
、
親
鸞
の
前
後
の
滅
罪
に
つ
い
て

─
善
導
と
蓮
如
と
の
関
係
か
ら
み
る
─	

古
田
　
竜
聖

一
、
島
地
黙
雷
の
キ
リ
ス
ト
教
観	

本
多
　
響
流

一
、
変
化
す
る
日
本
人
の
宗
教
観	

前
田
　
将
秀

一
、
親
鸞
に
お
け
る
彼
土
正
定
聚
と
は	

増
井
　
雄
大

一
、
浄
土
仏
教
の
民
衆
教
化

─
空
也
と
親
鸞
─	

松
本
　
風
弥

一
、
日
本
的
宗
教
観
か
ら
考
え
る
今
後
の
宗
教
の
在
り
方

	

真
釼
　
雅
史

一
、
仏
教
の
必
要
性	

向
垣
内
　
響

一
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
親
鸞
の
思
想
か
ら
考
え
る
愛
別
離
苦

─
死
別
の
悲
し
み
を
見
つ
め
て
─	

村
上
　
眞
子

一
、
矯
正
教
育
・
更
生
保
護
に
お
け
る
真
宗
教
義
の
可
能
性

	

安
井
　
健
悟

一
、
被
災
時
に
お
け
る
寺
院
と
僧
侶
の
在
り
方	

山
口
　
美
咲

一
、
蓮
如
上
人
と
御
文
章	

山
中
　
咲
季



六
五

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

一
、
生
死
と
仏
教

─
死
者
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
て
─	

山
根
　
光
貴

一
、
地
獄
の
世
界

─
三
途
の
川
を
中
心
に
─	

楊
　
　
康
輝

一
、
看
護
と
仏
教
の
連
携
に
関
す
る
研
究

─
一
人
の
患
者
を
チ
ー
ム
で
支
え
る
た
め
に
─

	

好
井
　
彩
音

一
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
け
る
称
名
念
仏
の
意
義

	

吉
崎
　
友
真

一
、
浄
土
真
宗
と
臓
器
移
植

─
現
代
日
本
の
臓
器
移
植
の
現
状
も
ふ
ま
え
て
─

	

吉
田
　
大
輝

一
、
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
役
割	

吉
富
　
　
力

一
、
現
代
社
会
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
存
在
と
は	

霊
山
　
海
成

一
、
臨
床
心
理
士
と
臨
床
宗
教
師

─
そ
の
役
割
と
展
望
─	
米
原
　
隆
樹

一
、
在
宅
ケ
ア
に
お
け
る
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
重
要
性	

渡
辺
　
法
顕

一
、
親
鸞
の
教
え
に
お
け
る
民
衆
性
の
1
考
察

─
東
国
で
の
伝
道
姿
勢
を
通
し
て
─	

大
谷
　
　
隆

一
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
念
仏
に
つ
い
て	

眞
野
　
誉
已

一
、
真
宗
に
お
け
る
幼
児
教
育	

西
村
　
有
紀

⃝⃝

仏
教
学
科

一
、
日
本
に
お
け
る
本
地
垂
迹
思
想
に
つ
い
て

─
特
に
『
諸
神
本
懐
集
』
を
中
心
と
し
て
─

	

角
谷
　
昌
哉

一
、
一
遍
上
人
の
念
仏
信
仰

─
『
一
遍
聖
絵
』
を
中
心
に
─	

竹
端
　
秀
太

一
、
仏
教
と
武
道	

松
野
　
皓
太

一
、
仏
教
の
自
然
観

─
中
国
天
台
宗
に
お
け
る
解
釈
を
中
心
に
─

	

浅
野
　
尚
徳

一
、
草
木
成
仏
に
つ
い
て	

油
井
晋
太
郎

一
、
仏
教
に
お
け
る
宇
宙
観
に
つ
い
て

─
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
を
中
心
と
し
て
─	

板
場
　
　
成

一
、
弘
法
大
師
空
海
の
研
究	

市
川
　
雄
磨

一
、
聖
徳
太
子
の
研
究	

伊
藤
　
岳
大

一
、
明
恵
上
人
高
弁
の
研
究	

井
上
あ
す
か

一
、
仏
教
に
お
け
る
動
物
理
解

─
現
代
の
動
物
倫
理
を
視
野
に
入
れ
て
─	

井
上
　
舜
也

一
、
興
正
菩
薩
叡
尊
の
研
究	

井
上
　
颯
太

一
、
熊
野
比
丘
尼
に
つ
い
て	

井
上
　
日
和

一
、
施
薬
院
の
起
源
と
変
遷	

岩
井
　
健
太

一
、
女
人
成
仏
思
想
に
つ
い
て	

岩
波
　
　
郁

一
、
良
忠
撰
『
看
病
用
心
鈔
』
の
研
究	

後
　
　
圭
悟

一
、「
草
木
成
仏
」
に
至
る
ま
で
の
思
想
変
遷
の
研
究	

卜
部
　
正
嗣

一
、
行
基
の
利
生
事
業
の
研
究	

大
谷
　
亮
太

一
、
梵
天
勧
請
説
話
の
研
究	

大
西
　
宏
和

一
、
東
大
寺
の
研
究	

大
道
　
陸
夫

一
、
地
獄
に
お
け
る
救
済
に
つ
い
て	

岡
　
奈
津
妃

一
、
法
然
浄
土
教
の
研
究	

岡
崎
　
　
夢



六
六

龍
谷
大
学
論
集

一
、
な
ぜ
富
士
山
は
日
本
の
象
徴
と
さ
れ
る
の
か	

奥
　
　
泰
成

一
、
栄
西
は
な
ぜ
戒
律
復
興
を
目
指
し
た
の
か
？

─
戒
律
観
の
検
討
を
中
心
に
─	

奥
野
　
智
貴

一
、
叡
尊
・
忍
性
の
慈
善
活
動
に
つ
い
て	

奥
山
　
維
風

一
、
聖
地
の
成
立
と
表
象
化

─
清
水
寺
を
例
と
し
て
─	

尾
立
　
和
香

一
、
現
代
仏
教
に
お
け
る
煙
草
の
是
非	

越
智
　
優
誓

一
、
カ
ー
ス
ト
制
度
に
お
け
る
不
可
触
民
と
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル

	

越
智
　
唯
月

一
、
仏
教
に
お
け
る
出
生
の
価
値
に
つ
い
て	

落
合
　
亮
太

一
、
音
楽
に
対
す
る
初
期
仏
典
の
姿
勢	

梶
　
　
信
敬

一
、
茶
と
禅	

桂
川
　
真
穂

一
、
愛
欲
に
つ
い
て	

加
藤
　
咲
花

一
、『
往
生
要
集
』
に
つ
い
て	

加
藤
　
実
桜

一
、『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』

─
第
五
章
ア
ジ
タ
仙
人
の
問
い
─	
鎌
倉
　
広
瑶

一
、
維
摩
会
の
南
都
寺
院
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
と
途
絶

	

亀
川
　
直
哉

一
、
仏
教
と
茶
の
効
用	

川
西
　
政
輝

一
、
日
本
に
お
け
る
宗
教
的
な
夢
の
特
性	

菊
田
　
優
妃

一
、
五
輪
塔
の
研
究	

楠
　
　
一
真

一
、
日
本
に
お
け
る
現
代
青
年
文
化
に
見
ら
れ
る
仏
教

─
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
着
目
し
て
─	

黒
川
　
薫
望

一
、
仏
教
と
教
誨
師
に
つ
い
て	

小
林
　
晃
啓

一
、
ラ
オ
ス
の
仏
教
と
歴
史	

小
林
　
史
也

一
、
仏
教
の
煩
悩
論
に
学
ぶ	

後
藤
瑠
里
子

一
、
宗
教
は
な
ぜ
戦
争
と
関
わ
る
か

─
中
世
か
ら
近
現
代
の
事
例
を
中
心
に
─	

阪
上
　
琴
美

一
、
仏
教
に
見
る
火
葬
の
文
化

─
道
昭
を
中
心
に
─	

坂
上
　
燿
亮

一
、
廃
仏
毀
釈
の
研
究	

澤
田
　
顕
之

一
、
仏
教
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
研
究

─
そ
の
歴
史
と
現
在
─	

重
村
　
若
菜

一
、
施
餓
鬼
の
意
義
と
施
餓
鬼
会
に
つ
い
て	

篠
原
　
経
介

一
、
仏
教
福
祉
の
研
究	

神
事
　
将
喜

一
、
禅
と
茶
道
の
研
究	

杉
山
　
　
遥

一
、
仏
教
か
ら
考
え
る
脳
死	

高
木
　
亮
平

一
、
菩
薩
思
想
か
ら
見
る
ジ
ャ
ー
タ
カ

─
「
兎
本
生
」
を
中
心
に
─	

高
島
　
奎
介

一
、
仏
教
図
像
研
究
に
お
け
る
機
械
学
習
利
用
の
可
能
性

	

髙
見
　
美
友

一
、
仏
教
に
お
け
る
「
嫉
妬
」
に
つ
い
て	

高
山
　
隆
成

一
、
初
期
禅
宗
の
思
想
背
景

─
『
楞
伽
経
』
と
『
二
入
四
行
論
』
の
関
係
を

中
心
に
─	

武
村
　
直
哉

一
、
英
語
辞
典
の
語
彙
か
ら
み
る
仏
教	

辰
己
　
颯
汰

一
、
中
論
頌
お
よ
び
そ
の
註
釈
の
研
究

─
清
弁
と
月
称
を
中
心
に
─	

田
中
慎
太
郎

一
、
日
本
に
お
け
る
地
獄
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
流
布

─
地
獄
絵
の
絵
解
き
に
よ
る
民
衆
へ
の
広
ま
り
─



六
七

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

	

田
中
　
太
智

一
、
恵
心
僧
都	

源
信
の
研
究	

田
中
　
瑞
輝

一
、
仏
教
声
明
の
研
究	

田
原
慎
太
郎

一
、
諸
律
の
薬
犍
度
に
お
け
る
秋
時
病	

圓
　
妃
菜
子

一
、
仏
教
と
近
代
日
本
文
学
に
お
け
る
自
我	

徳
重
　
真
純

一
、
ア
ン
グ
リ
マ
ー
ラ
が
仏
弟
子
に
な
っ
た
理
由	

徳
永
　
柚
樹

一
、
不
可
触
民
制
と
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル	

鳥
山
　
貴
弘

一
、
女
性
は
な
ぜ
不
浄
と
さ
れ
た
の
か

─
経
血
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
に
注
目
し
て
─

	

中
村
　
紗
菜

一
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
研
究	

糊
谷
　
　
晟

一
、
仏
像
と
現
代
の
文
化	

平
山
　
千
波

一
、
涅
槃
に
つ
い
て
の
考
察

─
釈
尊
の
教
え
よ
う
と
し
た
こ
と
─	

廣
井
　
亜
美

一
、
稲
荷
信
仰
の
展
開
に
つ
い
て	
藤
田
　
拓
斗

一
、『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
仏
教
思
想
の
研
究	
藤
森
い
ず
み

一
、
イ
ン
ド
哲
学
に
よ
る
釈
尊
の
思
想
形
成	

舩
古
　
裕
太

一
、『
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」
の
研
究	

船
戸
　
ゆ
ら

一
、
律
宗
に
お
け
る
行
基
信
仰
の
形
成
と
展
開

─
行
基
図
を
中
心
に
─	

古
川
　
七
海

一
、
日
本
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
仏
教
医
学	

前
野
　
智
樹

一
、
福
田
思
想
に
関
す
る
一
考
察	

桝
田
　
祐
介

一
、
仏
教
に
お
け
る
葬
儀
の
研
究	

増
山
　
周
洋

一
、
一
角
仙
人
の
愚
か
さ
に
つ
い
て

─
パ
ー
リ
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』
を
中
心
に
し
て
─

	

町
田
　
唯
真

一
、
仏
教
と
武
士
の
関
わ
り
に
つ
い
て	

松
倉
　
弘
明

一
、
平
安
仏
教
と
千
観	

松
谷
　
光
星

一
、
仏
教
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
唯
識
の
考
え	

松
本
　
光
平

一
、
法
然
上
人
の
研
究	

的
井
　
風
花

一
、
廃
仏
毀
釈
の
研
究	

宮
崎
　
　
輝

一
、『
唯
識
二
十
論
』
に
お
け
る
外
界
非
実
在
の
論
証
に
つ
い
て

	

宮
崎
　
康
太

一
、
空
思
想
の
研
究	

村
本
　
一
貴

一
、
薬
師
信
仰
の
研
究	

森
口
　
勇
希

一
、
疫
病
と
祇
園
祭

─
牛
頭
天
王
信
仰
の
形
成
と
展
開
─	

森
本
　
成
也

一
、『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
鬼
の
研
究

─
上
巻
第
三
縁
を
中
心
に
─	

山
浦
　
千
里

一
、
仏
教
と
鬼	

山
下
　
実
玲

一
、
聖
徳
太
子
信
仰
の
研
究	

山
下
　
隆
亮

一
、
大
伝
法
院
が
根
来
の
地
へ
移
る
ま
で
の
変
遷	

山
田
　
望
月

一
、
廃
仏
毀
釈
に
つ
い
て
の
再
検
討	

山
本
　
成
海

一
、
悪
人
に
つ
い
て	

吉
田
　
遙
樹

一
、
自
死
問
題
に
対
す
る
宗
教
者
の
役
割	

吉
田
　
文
顕

一
、『
維
摩
経
』
の
研
究

─
「
不
二
」（advaya

）
思
想
を
中
心
と
し
て
─

	

張
　
　
　
亮

一
、
栄
西
の
禅
と
茶
に
つ
い
て	

石
井
奈
緒
実

一
、
覚
鑁
の
浄
土
教
思
想
の
研
究	

大
釜
　
寧
夏



六
八

龍
谷
大
学
論
集

一
、
仏
教
の
女
性
観	

船
橋
　
輝
子

⃝⃝

哲
学
科
哲
学
専
攻

一
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
『
笑
い
』
を
通
じ
て
み
る
「
お
か
し
さ
」
の

　
　
本
質
に
つ
い
て	

中
村
龍
之
介

一
、
ト
マ
ス
に
よ
る
神
認
識	

吉
富
　
義
展

一
、
ケ
ア
の
倫
理
の
視
座
と
特
性	

岡
井
　
　
桜

一
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
『
知
覚
の
現
象
学
』
に
み
る
空
間
概
念

　
　
の
諸
相	

琴
谷
　
惣
一

一
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
「
了
解
」
の
分
析

	

中
畑
　
友
宏

一
、
一
般
市
民
の
政
治
参
加
の
効
用

─
ミ
ル
『
代
議
制
統
治
論
』
に
も
と
づ
い
て
─

	

足
立
　
将
馬

一
、
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
の
動
物
解
放
論

─
パ
ー
ソ
ン
論
と
ス
ピ
シ
ー
ズ
ム
の
観
点
か
ら
見
る

人
間
と
動
物
─	
池
田
　
　
歩

一
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
自
由
意
志
論

─
恩
恵
が
も
た
ら
す
真
の
自
由
に
つ
い
て
─

	

池
田
　
勇
人

一
、
ニ
ー
チ
ェ
の
道
徳
批
判
に
お
け
る
「
ル
サ
ン
チ
マ
ン
」
論

	

石
川
　
　
豪

一
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
笑
い
論
と
日
本
の
古
典
芸
能	

乾
　
　
元
輝

一
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
学
』
に
お
け
る
カ
タ
ル
シ
ス
の
解
釈

	

今
村
　
恭
平

一
、
妊
娠
中
絶
の
是
非

─
権
利
論
お
よ
び
パ
ー
ソ
ン
論
の
視
点
か
ら
─

	

植
松
　
蓮
子

一
、
一
般
意
志
の
実
現
可
能
性

─
ル
ソ
ー
が
理
想
と
し
た
社
会
─	

浦
　
由
佑
司

一
、
人
間
存
在
に
お
け
る
自
己
欺
瞞

─
サ
ル
ト
ル
と
フ
ロ
イ
ト
の
比
較
対
照
に

も
と
づ
い
て
─	

岡
田
壮
太
郎

一
、「
非
─
知
」
と
は
な
に
か

─
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
『
内
的
体
験
』
の

分
析
を
軸
に
─	

岡
本
　
奈
々

一
、
ラ
ッ
セ
ル
の
幸
福
論

─
幸
福
追
求
に
と
っ
て
の
他
者
と
の
関
わ
り
─

	

苅
田
篤
之
介

一
、
個
人
的
善
と
社
会
的
善

─
西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
を
基
に
─	

川
内
　
洸
輝

一
、
ア
ラ
ン
の
幸
福
論	

北
川
　
夏
音

一
、
デ
カ
ル
ト
の
自
由
意
志
論

─
自
由
意
志
の
証
明
は
可
能
か
─	

北
川
　
舜
也

一
、
言
語
の
完
全
性
と
複
雑
性
へ
の
問
い

─
前
期
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
思
想
の
分
析
に

基
づ
い
て
─	

木
本
　
蒼
磨

一
、
ラ
ッ
セ
ル
の
認
識
論
に
お
け
る
セ
ン
ス
デ
ー
タ
論
の
変
遷

	

工
藤
　
由
汰

一
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
生
観

─
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
と
『
パ
イ
ド
ン
』
を



六
九

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

手
が
か
り
に
─	

黒
田
ゆ
う
か

一
、『
聖
な
る
も
の
』
の
経
験
に
つ
い
て

─
他
の
宗
教
と
の
関
係
性
─	

佐
藤
　
雪
歩

一
、
セ
ン
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
ア
プ
ロ
ー
チ	

佐
野
　
澄
也

一
、
セ
ン
と
ヌ
ス
バ
ウ
ム
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
プ
ロ
ー
チ

─
そ
の
政
治
的
な
有
用
性
を
巡
っ
て
─	

塩
尻
滉
一
郎

一
、
ニ
ー
チ
ェ
の
末
人
と
超
人	

島
　
慎
之
介

一
、
優
れ
た
演
劇
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

─
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
、

そ
し
て
現
代
─	

多
田
祥
太
朗

一
、
現
代
社
会
の
追
う
べ
き
自
由
と
は

─
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
『
自
由
か
ら
の
逃
走
』
を

手
掛
か
り
に
─	

田
中
　
善
治

一
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
人
格	

中
野
　
貴
文

一
、
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
か
ら
読
み
解
く
家
族
愛	
中
村
恵
里
花

一
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
美
学
に
お
け
る
能
力
論
と
創
作
論

	

中
村
　
信
慶

一
、
現
代
に
お
け
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
正
義
論
の
有
用
性

	

中
山
志
穂
璃

一
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
学
』
と
行
為
の
原
理	

成
田
　
圭
織

一
、
社
会
と
愛
の
関
係
性

─
フ
ロ
ム
に
お
け
る
愛
─	

西
村
　
暢
記

一
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
音
楽
哲
学	

橋
上
　
祥
宝

一
、「
私
」
は
何
者
な
の
か
を
考
え
る

カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
『
哲
学
』
を
手
掛
か
り
に
─

	

福
井
　
芽
梨

一
、
現
象
の
起
源
と
し
て
の
物
自
体

─
カ
ン
ト
の
認
識
論
に
お
け
る
時
間
の
関
係
性
に

着
目
し
て
─	

前
田
万
里
奈

一
、
自
殺
は
許
さ
れ
る
の
か
？

─
カ
ン
ト
義
務
論
に
基
づ
い
て
─	

水
野
　
惠
太

一
、
デ
カ
ル
ト
哲
学
に
お
け
る
二
元
論
の
問
題

─
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
と
の
往
復
書
簡
に
お
け
る
精
神
と

身
体
と
の
合
一
に
着
目
し
て
─	

道
廣
　
和
暉

一
、
な
ぜ
人
は
誠
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

─
カ
ン
ト
や
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
道
徳
原
則
を
通
し
た

考
察
─	

村
田
　
恵
理

一
、
Ｈ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
活
動
的
生
』
に
お
け
る
「
労
働
す
る
動

　
　
物
」
を
め
ぐ
る
諸
相	

山
口
　
慶
祐

一
、
自
殺
は
ゆ
る
さ
れ
る
こ
と
か

─
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
を

通
し
て
─	

山
村
　
優
佳

一
、
物
質
否
定
論
と
神

─
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ク
リ
ー
『
人
知
原
理
論
』
に
お
け

る
観
念
の
知
覚
を
軸
に
─	

湯
淺
　
慧
亮

一
、
死
の
定
義
と
自
己
決
定
権	

米
田
麟
太
郎

一
、
対
自
存
在
の
自
由
に
つ
い
て

─
サ
ル
ト
ル
『
存
在
と
無
』
の
時
間
論
を
軸
に
─

	

渡
邉
　
成
美



七
〇

龍
谷
大
学
論
集

⃝⃝

哲
学
科
教
育
専
攻

一
、
ケ
ア
と
正
義
は
ど
う
か
か
わ
る
か	

丹
下
　
華
穂

一
、「
発
達
障
害
を
抱
え
た
大
学
生
の
社
会
進
出
に
関
す
る

　
　
一
考
察
」	

中
嶋
　
海
人

一
、
宗
教
と
家
族
に
関
す
る
一
考
察

─
あ
る
新
宗
教
の
2
世
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

手
が
か
り
に
─	

牧
　
　
春
菜

一
、
教
育
格
差
と
そ
の
対
策
に
対
す
る
批
判
的
考
察	

池
堂
　
颯
真

一
、
大
学
生
を
対
象
と
し
た
特
定
情
報
の
活
性
化
が
ソ
ー
ス

　
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
及
ぼ
す
影
響
の
検
討

─
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
場
面
を
用
い
た
標
準
呈
示
条
件
と

逆
転
呈
示
条
件
に
よ
る
違
い
は
あ
る
の
か
？
─

	

石
川
　
　
創

一
、
不
登
校
経
験
の
意
識
の
変
化
に
関
す
る
一
考
察

─
当
事
者
の
語
り
か
ら
─	

伊
田
　
彩
乃

一
、
戦
後
新
教
育
と
学
力
観	
井
田
　
紗
綾

一
、
大
学
生
に
お
け
る
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
感
情
へ
の
影
響
の
違
い

─
ロ
ッ
ク
・
ポ
ッ
プ
ス
・
ジ
ャ
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

比
較
─	

伊
奈
南
菜
花

一
、
協
力
者
と
非
協
力
者
で
は
ど
ち
ら
が
顔
を
記
憶
し
や
す
い
か

─
社
会
的
交
換
課
題
を
用
い
て
─	

大
森
　
脩
貴

一
、
戦
争
と
教
育

─
学
校
教
科
書
か
ら
見
る
─	

奥
原
　
琉
貴

一
、
頭
髪
指
導
と
校
則
に
つ
い
て
の
一
考
察	

奥
村
　
佳
歩

一
、
公
立
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育	

尾
畑
　
沙
耶

一
、
現
代
青
年
の
友
人
関
係
に
お
け
る
信
頼
性
の
変
化

─
友
人
と
の
親
し
さ
に
関
連
し
た
信
頼
性
、
自
己
開
示

の
深
さ
に
着
目
し
て
─	

桂
田
　
　
譲

一
、「
い
じ
め
の
四
層
構
造
」
と
ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
の

　
　
関
連
に
つ
い
て	

加
納
　
日
和

一
、
太
平
洋
戦
争
下
の
教
育
に
つ
い
て
の
多
角
的
考
察

	

川
井
　
　
涼

一
、
競
争
意
識
の
な
い
外
集
団
に
対
す
る
高
顕
在
的
自
尊
心
と
低

　
　
潜
在
的
自
尊
心
を
持
つ
大
学
生
の
内
集
団
ひ
い
き

─
紙
筆
版IA

T

課
題
を
用
い
て
─	

川
上
　
立
馬

一
、
教
育
の
機
会
均
等
の
実
現
に
向
け
た
政
策

─
義
務
教
育
期
に
着
目
し
て
─	

河
内
屋
綾
乃

一
、
朝
の
読
書
運
動
の
実
践
に
関
す
る
一
考
察	

木
津
み
ゆ
き

一
、
ペ
ッ
ト
と
子
ど
も
・
若
者
の
学
び
に
関
す
る
一
考
察

	

近
藤
　
優
香

一
、
不
登
校
は
「
悪
」
な
の
か
？	

白
樫
　
直
也

一
、
住
居
と
子
ど
も
・
若
者
の
人
間
形
成
に
関
す
る
一
考
察

─
大
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
手
が
か
り
に
─

	

高
久
保
太
基

一
、
情
報
社
会
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ
り
方	

高
田
　
温
人

一
、
過
去
か
ら
見
る
英
語
教
育
の
問
題

─
戦
時
中
・
戦
後
の
歴
史
の
検
討
を
通
し
て
─

	

高
田
　
裕
暉

一
、
障
が
い
児
の
親
の
学
び
に
関
す
る
一
考
察

─
親
の
手
記
を
も
と
に
─	

高
久
　
颯
汰



七
一

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

一
、
発
達
障
害
者
の
困
難
の
現
状
に
つ
い
て
の
一
考
察

─
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
を
中
心
に
─

	

瀧
口
　
皓
介

一
、
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
成
長
に
関
す
る

　
　
一
考
察─

フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を

手
が
か
り
に
し
て
─	

田
中
紗
姫
乃

一
、
開
放
性
教
員
養
成
課
程
履
修
者
の
意
識
に
関
す
る
一
考
察

─
教
職
課
程
履
修
者
お
よ
び
辞
退
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
手
掛
か
り
に
─	

田
中
　
　
迅

一
、
山
本
鼎
が
目
指
し
た
美
術
教
育
の
一
考
察	

田
上
　
　
楓

一
、
学
校
外
教
育
に
関
す
る
研
究

─
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
着
目
し
て
─	

玉
野
　
綾
香

一
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
対
日
占
領
政
策
に
お
け
る
戦
後
教
育
改
革
の

　
　
理
念	
中
川
　
　
凌

一
、
教
育
と
年
収

～
学
歴
社
会
と
の
関
係
性
～	

中
西
　
翔
太

一
、
日
本
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
関
す
る
一
考
察

─
大
阪
市
立
大
空
小
学
校
の
実
践
に
注
目
し
て
─

	

中
村
　
　
輝

一
、
児
童
虐
待
増
加
要
因
と
支
援
に
関
す
る
一
考
察

─
心
理
的
虐
待
を
中
心
に
─	

中
村
　
佳
喜

一
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
講
す
る
大
学
生
に
お
け
る
自
己
調
整

　
　
学
習
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

─
予
見
・
遂
行
・
自
己
内
省
か
ら
構
成
さ
れ
る

Zim
m
erm
an

の
社
会
認
知
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
─

	

中
村
　
琉
聖

一
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
の
成
長
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

　
　
関
す
る
一
考
察	

長
岡
　
莉
来

一
、
高
校
野
球
に
お
け
る
伝
統
的
な
指
導
方
法
の
今
日
的
な
意
義

　
　
に
関
す
る
考
察

─
甲
子
園
出
場
経
験
者
の
語
り
に
着
目
し
て
─

	

並
河
　
柊
太

一
、
吉
田
松
陰
の
教
育
思
想
の
形
成
に
関
す
る
一
考
察

	

西
岡
　
郁
香

一
、
中
学
校
国
語
科
の
学
習
指
導
要
領
変
遷
に
関
す
る
一
考
察

─
「
ゆ
と
り
教
育
」
以
降
に
着
目
し
て
─	

西
田
　
開
威

一
、
自
立
活
動
の
理
念
と
実
践
の
検
討

─
自
立
観
を
中
心
に
─	

橋
本
　
奏
悟

一
、
若
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
を
通
じ
た
学
び
に
つ
い
て
の
一
考
察

─T
w
itter

ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

手
が
か
り
に
─	

八
田
　
茜
衣

一
、
親
が
子
ど
も
の
成
長
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
一
考
察

─
毒
親
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
の
分
析
を
手
が
か
り
に
─

	

原
田
　
佳
威

一
、
中
国
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
養
成
制
度
の
現
状
と
課
題

─
国
家
政
策
に
着
目
し
て
─	

馬
場
　
子
龍

一
、
日
本
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
歴
史
教
育
の
比
較
研
究

～
現
代
史
教
育
に
着
目
し
て
～	

樋
口
　
和
正

一
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
そ
ろ
ば
ん
の
学
習
と
そ
の
変
遷
に



七
二

龍
谷
大
学
論
集

　
　
関
す
る
一
考
察	

廣
瀬
希
菜
里

一
、
幼
児
の
主
体
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
築	

福
井
　
優
菜

一
、
西
尾
実
に
よ
る
国
語
教
育
の
思
想
形
成

─
「
言
語
活
動
」
に
着
目
し
て
─	

福
澤
　
優
奈

一
、
現
代
社
会
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
書
籍
の
教
育
学
的
研
究

─
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
も
の
を
手
が
か
り
に
─

	

藤
井
　
雪
菜

一
、
地
域
活
性
化
と
し
て
の
地
方
留
学
に
関
す
る
研
究

	

藤
野
　
美
咲

一
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
下
に
お
け
る
学
校
教
育
の
現
状
と

　
　
課
題
に
つ
い
て
の
考
察

─
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
方
法
に
着
目
し
て
─

	

藤
原
　
希
緒

一
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
学
校
間
・
学
校
内
の
格
差
を
解
消
す
る
方
法

　
　
の
研
究─

枚
方
市
教
育
委
員
会
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
─

	
堀
田
　
悠
雅

一
、
教
育
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

─
道
徳
教
科
書
に
着
目
し
て
─	

正
木
　
愛
紗

一
、
小
林
宗
作
の
教
育
思
想
に
関
す
る
一
考
察

～
ト
モ
エ
学
園
で
の
実
践
に
着
目
し
て
～	

松
下
　
匠
吾

一
、
ご
っ
こ
遊
び
の
意
義
に
関
す
る
考
察	

松
谷
玖
留
美

一
、
化
粧
・
被
服
行
動
に
つ
い
て
の
学
び
に
関
す
る
一
考
察

─
大
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
手
が
か
り
に
─

	

松
葉
　
一
毅

一
、
子
ど
も
・
若
者
に
お
け
る
金
銭
感
覚
の
変
化
に
関
す
る

　
　
一
考
察─

大
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
手
が
か
り
に
─

	

松
本
隆
之
介

一
、
現
代
の
大
学
生
の
性
意
識
に
対
す
る
一
考
察

─
性
行
動
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を

手
が
か
り
に
─	

真
鍋
　
　
恵

一
、
道
徳
教
育
に
お
け
る
愛
国
心
に
つ
い
て
の
考
察	

御
厨
　
佑
一

一
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
教
育
学
に
お
け
る
道
徳
的
品
性
陶
冶
に
関
す
る

　
　
考
察	

村
上
　
大
樹

一
、
大
学
生
の
挫
折
経
験
へ
の
捉
え
方
に
関
す
る
一
考
察

─
そ
の
変
容
に
着
目
し
て
─	

森
　
　
美
優

一
、
学
力
と
児
童
中
心
主
義
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察

─
学
校
教
育
を
め
ぐ
る
言
説
に
着
目
し
て
─

	

山
口
菜
々
子

一
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
た
学
生
の
学
び
に
関
す
る

　
　
考
察	

山
下
　
憲
彰

一
、
三
重
県
に
お
け
る
高
等
教
育
機
会
の
地
域
間
格
差
に
関
す
る

　
　
一
考
察	

山
中
　
梨
央

一
、
韓
国
の
初
等
学
校
に
お
け
る
英
語
科
に
つ
い
て
の
一
考
察

	

結
城
　
　
仁

一
、
胎
児
期
・
乳
幼
児
期
か
ら
の
虐
待
予
防

─
虐
待
死
の
事
例
検
討
を
通
し
て
─	

芳
崎
　
春
奈

一
、
大
学
生
が
読
書
を
行
う
動
機
の
検
討

─
感
情
・
評
価
・
捉
え
方
の
観
点
か
ら
─	

山
本
　
陽
生



七
三

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

⃝⃝

臨
床
心
理
学
科

一
、
自
己
肯
定
感
と
攻
撃
性
の
相
関
性
に
つ
い
て	

西
頭
　
武
宏

一
、
大
学
生
に
お
け
る
現
実
場
面
及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
居
場
所
感

　
　
と
生
活
不
安
と
の
関
連
に
つ
い
て	

大
熊
　
隆
照

一
、
子
ど
も
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
関
す
る
文
献
研
究	

金
羽
木
大
介

一
、
日
本
に
お
け
る
音
楽
療
法
の
現
状
と
課
題	

木
野
　
和
馬

一
、
留
年
を
し
て
学
ん
だ
こ
と	

古
屋
　
和
樹

一
、
友
人
か
ら
の
要
求
に
対
す
る
大
学
生
の
断
り
方	

和
田
真
由
美

一
、
幼
児
教
育
専
攻
の
学
生
に
お
け
る
実
習
前
後
の
保
育
者
効
力

　
　
感
の
変
化
に
つ
い
て	

神
谷
　
唯
那

一
、
保
育
学
生
か
ら
保
育
職
に
な
っ
た
際
の
子
ど
も
観
の
変
化

　
　
に
つ
い
て

─
虐
待
予
防
の
観
点
よ
り
─	

佐
藤
　
佑
香

一
、
大
学
生
の
自
己
受
容
と
友
人
関
係
の
関
連
に
つ
い
て

	
青
山
　
　
稜

一
、
友
人
関
係
が
自
己
肯
定
感
に
及
ぼ
す
影
響	
赤
川
　
　
涼

一
、
大
学
生
の
時
間
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
傾
向	

秋
山
　
雄
馬

一
、
大
学
生
に
お
け
る
先
祖
供
養
の
心
理
的
効
果

─
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
─	

芦
田
　
拓
斗

一
、
大
学
生
に
お
け
る
絵
本
の
心
理
的
意
義
に
つ
い
て

─
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
用
い
て
─	

足
立
　
夏
江

一
、
甘
え
と
友
人
関
係
の
関
連
性
に
つ
い
て	

穴
瀬
麻
帆
花

一
、
大
学
生
のLGBT

Q
+

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

	

井
口
　
　
葵

一
、
香
り
が
心
身
に
及
ぼ
す
心
理
学
的
効
果	

磯
野
　
光
里

一
、
大
学
生
の
キ
ャ
ラ
が
友
人
関
係
に
与
え
る
影
響	

一
瀬
　
実
怜

一
、
女
子
大
学
生
に
お
け
る
「
居
場
所
」
の
捉
え
方
に
関
す
る

　
　
一
考
察	

伊
藤
　
杏
珠

一
、
コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
生
活
と
感
覚
過
敏
に
つ
い
て	

犬
塚
　
研
斗

一
、
な
ぜ
人
は
演
劇
を
観
る
の
か	

上
原
　
良
太

一
、
属
性
が
被
害
者
非
難
に
与
え
る
影
響	

内
田
　
万
尋

一
、
日
本
に
お
け
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
拡
大

─
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

研
究
タ
イ
ト
ル
の
時
系
列
分
析
─	

内
田
　
雄
介

一
、
親
に
対
す
る
信
頼
感
と
自
己
肯
定
感
の
関
係
性
に
つ
い
て

	

榎
川
　
勝
吾

一
、
フ
ロ
ー
状
態
に
移
行
す
る
た
め
の
条
件
の
研
究	

大
塚
　
健
吾

一
、
大
学
生
に
お
け
る
自
己
変
容
へ
の
願
望
に
つ
い
て

	

岡
　
　
恭
佑

一
、
大
学
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
対
す
る
心
理
的
ス
ト
レ
ス
に

　
　
つ
い
て	

岡
尾
　
柚
季

一
、
父
娘
関
係
に
関
す
る
文
献
研
究

─
映
画
「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」
を
通
し
て
─

	

岡
本
　
　
梢

一
、
大
学
生
に
お
け
る
攻
撃
性
と
自
尊
感
情
の
関
連
性
に
つ
い
て

	

小
賀
　
光
莉

一
、
大
学
生
の
承
認
欲
求
と
自
己
肯
定
感
と
の
関
係	

奥
田
　
優
花

一
、
ノ
ベ
ル
ゲ
ー
ム
と
小
説
の
比
較
を
用
い
た
物
語
へ
の
没
入
感

　
　
に
つ
い
て
の
研
究	

金
子
　
千
夏

一
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
の
関
係



七
四

龍
谷
大
学
論
集

　
　
に
つ
い
て	

河
合
美
衣
菜

一
、
犯
罪
不
安
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
の
接
触
頻
度
と
非
行
少
年
に

　
　
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て	

上
林
　
結
理

一
、
ペ
ッ
ト
が
飼
い
主
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
一
研
究

─
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
役
割
─

	

菊
澤
　
千
夏

一
、
薬
物
を
使
用
し
て
い
た
時
の
医
療
観
察
法
に
つ
い
て

	

菊
地
　
迪
子

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
下
で
の
ス
ト
レ
ス
に

　
　
対
す
る
心
理
的
な
支
え	

貴
田
　
晴
香

一
、
大
学
生
に
お
け
る
劣
等
感
と
親
の
養
育
態
度
、

　
　
自
尊
感
情
と
の
関
連	

藏
本
　
七
海

一
、
現
代
の
大
学
生
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
イ
メ
ー
ジ	

小
園
　
淳
平

一
、
大
学
生
の
自
立
に
つ
い
て	

米
田
　
智
美

一
、
恋
愛
観
の
男
女
差
の
一
考
察	

近
藤
緋
奈
子

一
、
イ
ッ
プ
ス
に
陥
る
原
因
と
克
服
へ
の
プ
ロ
セ
ス	
佐
藤
　
駿
斗

一
、
リ
ッ
プ
メ
イ
ク
に
お
け
る
色
彩
効
果
を
用
い
た
心
理
的
印
象

　
　
の
男
女
差
に
つ
い
て	

塩
出
　
和
香

一
、
親
の
養
育
態
度
と
大
学
生
の
友
人
関
係	

重
年
　
侑
翼

一
、
大
学
生
に
お
け
る
共
感
性
と
感
受
性
が
対
人
関
係
に
及
ぼ
す

　
　
影
響
に
つ
い
て	

下
西
　
陽
和

一
、
大
学
生
に
お
け
る
他
者
理
解
と
共
感
経
験
に
つ
い
て

	

嶌
越
　
結
衣

一
、
大
学
生
の
居
住
希
望
と
性
格
に
つ
い
て	

嶋
田
　
唯
香

一
、
現
代
大
学
生
の
信
頼
感
が
友
人
関
係
に
お
け
る
切
替
に

　
　
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て	

下
村
　
真
菜

一
、
大
学
生
に
お
け
る
幼
少
期
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
子
育
観

　
　
に
つ
い
て	

杉
山
　
真
央

一
、
大
学
生
に
お
け
る
家
族
関
係
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
お
よ
び

　
　
自
己
有
用
感
の
関
連
性
に
つ
い
て	

杉
山
　
祐
太

一
、
大
学
生
に
お
け
る
死
生
観
教
育
に
関
す
る
一
考
察

─
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
し
て
─	

諏
訪
　
恭
子

一
、
女
子
大
学
生
に
お
け
る
か
わ
い
い
感
情
に
つ
い
て

	

関
藤
　
夢
乃

一
、
動
物
に
対
す
る
態
度
と
自
己
肯
定
感
の
関
連
性
に
つ
い
て

	

仙
川
　
博
規

一
、
大
学
生
に
お
け
る
居
場
所
感
に
つ
い
て	

髙
岸
　
香
里

一
、
大
学
生
の
対
人
関
係
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
と
精
神
的
回
復
力

　
　
の
関
連
に
つ
い
て	

髙
松
　
惠
名

一
、
応
援
を
す
る
こ
と
が
日
常
生
活
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

	

田
染
　
　
龍

一
、
緊
張
場
面
で
生
じ
る
不
安
に
対
す
る
緩
和
に
有
効
な
動
作

　
　
に
関
す
る
一
考
案

─
大
学
生
へ
の
面
接
調
査
を
通
じ
て
─	

田
邉
　
菜
乃

一
、
大
学
生
の
音
楽
聴
取
に
お
け
る
心
理
的
効
果
に
つ
い
て

	

田
畑
　
綾
音

一
、
子
ど
も
の
遊
び
の
発
生
要
因
、
環
境
要
因	

徳
田
　
幸
一

一
、
大
学
生
に
お
け
る
「
居
場
所
」
と
精
神
的
健
康
の
関
連

　
　
に
つ
い
て	

殿
村
実
乃
里

一
、
大
学
生
の
学
校
適
応
感
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の



七
五

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

　
　
関
連
に
つ
い
て	

中
西
　
有
彩

一
、
死
生
観
に
関
す
る
講
義
を
受
講
し
た
人
の
認
知
の
変
化

─
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
し
て
─	

中
西
　
美
緒

一
、
大
学
生
に
お
け
る
世
代
間
交
流
に
つ
い
て

─
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
し
て
─	

中
山
　
朋
貴

一
、
大
学
生
に
お
け
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
行
動
が
自
己
肯
定
感
に

　
　
お
よ
ぼ
す
影
響
の
性
差
に
つ
い
て
の
一
考
察	

並
河
ひ
か
る

一
、
大
学
生
の
心
の
居
場
所
に
関
す
る
研
究	

西
前
　
　
栞

一
、
大
学
生
の
部
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に
お
け
る
自
尊
心
と

　
　
達
成
動
機
に
つ
い
て	

林
　
　
海
斗

一
、
大
学
生
に
お
け
る
孤
独
感
へ
の
対
処
方
略
に
つ
い
て
の

　
　
一
考
察	

平
野
　
圭
佑

一
、
大
学
生
の
過
去
に
お
け
る
非
行
の
抑
制
要
因
に
つ
い
て

	

古
川
　
晴
奈

一
、
自
己
肯
定
感
に
対
す
る
き
ょ
う
だ
い
関
係
の
影
響
に
つ
い
て

	
古
田
　
絢
子

一
、
音
楽
聴
取
に
よ
る
感
情
の
変
化
に
つ
い
て	

古
橋
　
凜
々

一
、Instagram

を
利
用
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
主
観
的
幸
福
感

　
　
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か	

正
木
　
優
菜

一
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
体
験
か
ら
考
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン	

松
枝
　
甚
平

一
、
大
学
生
に
お
け
る
友
達
観
に
つ
い
て	

松
岡
　
　
笑

一
、
ゲ
ー
ム
依
存
と
孤
独
感
の
関
連
性	

松
長
　
武
蔵

一
、
両
親
の
養
育
態
度
が
大
学
生
の
完
全
主
義
に
与
え
る
影
響

　
　
に
つ
い
て	

松
野
　
亜
弥

一
、
大
学
生
に
お
け
る
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
と
し
て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

─
Ｓ
Ｎ
Ｓ
疲
れ
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
─	

松
本
　
　
亮

一
、
大
学
生
が
抱
く
大
人
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て	

水
野
　
里
香

一
、
大
学
生
の
「
リ
ア
ル
」
と
「
匿
名
」
ア
カ
ウ
ン
ト
の
使
い

　
　
分
け
に
よ
る
自
己
開
示
と
交
友
関
係
意
識
に
関
す
る
一
考
察

	

南
　
　
綾
音

一
、
日
常
生
活
の
心
理
状
態
と
夢
の
内
容
の
関
係
性
に
つ
い
て

	

村
山
　
　
碧

一
、
大
学
生
に
お
け
る
個
人
的
及
び
対
人
的
気
晴
ら
し
の
効
果
の

　
　
違
い
に
つ
い
て	

森
　
日
奈
子

一
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に

　
　
関
わ
る
心
理
的
要
因	

森
川
い
ず
み

一
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
の

　
　
受
け
止
め
方	

森
川
　
真
奈

一
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
介
護
職
員
の
仕
事
に

　
　
対
す
る
心
理
的
変
化
に
つ
い
て

─
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
し
て
─	

八
木
咲
悠
加

一
、
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
と
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
傾
向
に

　
　
関
す
る
一
研
究	

安
田
　
優
月

一
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
図
り
方
の
違
い
に
お
け
る

　
　
出
生
順
位
の
影
響	

山
岡
　
雛
乃

一
、
い
わ
ゆ
る
〝
子
ど
も
食
堂
〟
の
実
態
に
つ
い
て
の
研
究

	

山
上
　
帆
乃

一
、
大
学
生
に
お
け
る
介
護
感
に
つ
い
て

─
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
し
て
─	

山
﨑
　
　
陸



七
六

龍
谷
大
学
論
集

一
、
文
体
と
厭
世
観
の
相
関	

山
﨑
洸
太
朗

一
、
大
学
生
の
ア
ル
コ
ー
ル
に
対
す
る
意
識
と
ス
ト
レ
ス

	

山
本
ほ
の
香

一
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
日
常
生
活
の
変
化
が
大
学
生
の
幸
福
感
に

　
　
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
一
考
察	

山
本
夕
莉
乃

一
、
孤
独
感
類
型
に
お
け
る
ひ
と
り
で
い
ら
れ
る
能
力
の
差

　
　
に
つ
い
て	

横
山
　
真
奈

一
、
大
学
生
に
お
け
るSN

S

の
利
用
時
間
・SN

S

の
捉
え
方
と

　
　
孤
独
感
情
・
対
人
的
疎
外
感
の
関
連
に
つ
い
て	

吉
川
　
大
貴

一
、
大
学
生
に
お
け
る
音
楽
聴
取
に
よ
る
心
理
的
変
化
に
つ
い
て

─
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
し
て
─	

吉
松
　
真
凜

一
、
親
子
関
係
と
自
尊
心
の
関
連
性
に
つ
い
て	

力
身
真
利
亜

一
、「
子
ど
も
向
け
ヒ
ー
ロ
ー
番
組
」
を
楽
し
む
大
学
生
の
志
向

	

渡
邉
　
晃
太

一
、
柔
道
の
試
合
に
臨
む
ま
で

─
対
話
的
自
己
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
分
析
─

	
渡
辺
　
世
奈

一
、
親
子
関
係
と
子
ど
も
の
社
会
的
ス
キ
ル
獲
得
と
の
関
係

	

渡
邉
奈
々
子

一
、
集
団
で
意
見
が
通
る
人
の
特
徴	

渡
辺
　
百
佳

一
、
死
別
体
験
に
よ
る
心
理
的
負
荷
を
軽
減
す
る
有
効
的
方
略

　
　
に
つ
い
て

─
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
し
て
─	

池
田
　
夏
海

一
、
家
族
機
能
と
大
学
生
の
大
学
適
応
感
の
関
連
性
に
つ
い
て

	

岡
田
　
拓
朗

一
、
女
性
の
持
つ
死
生
観	

鎌
田
季
紗
良

一
、
養
育
態
度
と
承
認
欲
求
の
二
側
面
の
関
係	

岸
本
　
　
葵

⃝⃝

歴
史
学
科
日
本
史
学
専
攻

一
、
持
統
天
皇
の
皇
位
継
承
権
に
つ
い
て
の
考
察	

畑
中
美
奈
穂

一
、
明
治
皇
室
典
範
制
定
史
の
考
察	

加
藤
　
有
基

一
、
新
選
組
の
成
立
時
期
と
隊
士
の
変
遷	

松
相
　
佑
汰

一
、
刀
伊
の
入
寇
と
西
国
武
士
の
成
り
立
ち	

青
芝
　
洸
典

一
、〝
近
代
化
〟
過
程
に
お
け
る
日
清
戦
争
の
意
義	

有
水
　
涼
太

一
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
刀
剣
価
値
に
つ
い
て

─
徳
川
吉
宗
の
刀
剣
政
策
を
中
心
に
─	

今
村
　
直
人

一
、
婦
人
参
政
権
獲
得
運
動
と
治
安
警
察
法

─
転
換
点
と
し
て
の
第
44
議
会
─	

井
龍
　
奈
実

一
、
妖
怪
学
に
み
る
井
上
円
了
の
思
想	

大
河
　
水
月

一
、
鎮
西
探
題
の
成
立
時
期
に
つ
い
て	

大
久
保
輝
優

一
、
舟
木
本
洛
中
洛
外
図
と
近
世
初
期
の
公
家	

大
村
　
美
菜

一
、
吉
田
松
陰
の
思
想
形
成
と
教
育
実
践	

大
矢
　
航
平

一
、
早
良
親
王
廃
太
子
の
再
検
討	

岡
林
　
佐
那

一
、
近
代
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
普
及
と
影
響

	

岡
本
あ
す
か

一
、
陸
軍
幼
年
学
校
の
教
育
制
度
と
そ
の
目
的
に
つ
い
て

─
明
治
期
を
中
心
に
─	

小
川
　
聖
真

一
、「
応
天
門
の
変
」
再
考	

奥
　
　
武
輝

一
、
維
新
期
の
洋
装
化

─
服
制
と
天
皇
家
─	

小
野
　
雄
大

一
、
本
能
寺
の
変
と
羽
柴
秀
吉	

貝
　
　
晴
臣



七
七

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

一
、
大
津
皇
子
の
生
涯
と
謀
反	

加
藤
　
春
佳

一
、
賀
川
豊
彦
の
社
会
思
想
に
つ
い
て

─
優
生
思
想
と
労
働
組
合
の
形
成
を
中
心
に
し
て
─

	

金
川
　
真
道

一
、
豊
臣
秀
次
の
研
究	

川
平
　
悠
馬

一
、
豊
臣
政
権
期
に
お
け
る
京
都
の
町	

池
健
太
郎

一
、
伊
勢
御
師
の
一
考
察
に
つ
い
て	

岸
畑
　
美
玲

一
、
平
清
盛
と
後
白
河
院

─
協
調
と
対
立
─	

北
村
　
雄
弥

一
、
明
治
期
の
京
都
市
に
お
け
る
初
等
教
育
の
特
色

─
番
組
小
学
校
を
中
心
に
─	

久
才
　
英
莉

一
、
元
治
・
慶
応
期
に
お
け
る
薩
長
の
政
局

─
西
郷
隆
盛
と
の
か
か
わ
り
で
─	

清
瀬
　
裕
弥

一
、
石
山
合
戦
に
お
け
る
一
向
一
揆
の
動
向
と
織
田
信
長
の
対
応

─
越
前
一
向
一
揆
、
長
島
一
向
一
揆
を
中
心
に
─

	
清
原
　
聡
太

一
、「
不
改
常
典
」
の
一
考
察	

熊
谷
　
梨
乃

一
、
橘
諸
兄
と
光
明
皇
后
の
関
係
性
に
関
す
る
考
察	

久
米
　
拓
海

一
、
白
村
江
の
戦
い
以
後
に
お
け
る
古
代
山
城
の
配
置
に

　
　
関
す
る
考
察	

古
賀
　
仁
志

一
、
吉
備
真
備
と
遣
唐
使	

小
谷
　
斗
生

一
、
森
有
礼
の
思
想
形
成
と
教
育
政
策	

小
山
　
　
巧

一
、
悲
劇
と
し
て
の
白
虎
隊
史

─
そ
の
形
成
と
影
響
─	

柴
田
　
　
南

一
、
三
好
権
力
・
室
町
幕
府
の
京
都
支
配

─
永
禄
期
を
中
心
に
─	

清
水
　
　
歩

一
、
初
期
室
町
幕
府
に
お
け
る
足
利
直
義
の
立
場	

杉
本
　
剛
洋

一
、
黄
文
氏
に
つ
い
て

─
渡
来
か
ら
信
仰
ま
で
─	

瀧
本
清
士
郎

一
、
阿
倍
内
親
王
の
立
太
子
の
特
異
性

─
他
の
古
代
女
帝
と
比
較
し
て
─	

竹
森
　
咲
貴

一
、
光
仁
朝
に
お
け
る
藤
原
氏

─
式
家
の
動
向
を
中
心
に
─	

田
中
　
信
行

一
、
武
田
信
玄
の
信
濃
侵
攻	

田
中
　
力
也

一
、
護
良
親
王
の
勢
力
に
つ
い
て

─
奥
州･

紀
州･

和
泉
を
中
心
に
─	

田
中
　
里
奈

一
、
出
雲
国
造
神
賀
詞
に
つ
い
て
の
一
考
察	

辻
　
　
真
由

一
、
豊
臣
大
名
真
田
氏
の
成
立
過
程	

角
田
　
彗
輔

一
、
鎌
倉
時
代
の
陰
陽
師

─
朝
廷
・
幕
府
に
お
け
る
役
割
─	

寺
谷
　
茉
美

一
、
楽
市
令
の
変
遷
と
目
的	

中
尾
　
崇
哉

一
、
日
本
近
代
に
お
け
る
精
神
病
者
の
扱
わ
れ
方

─
京
都
岩
倉
地
域
を
中
心
に
─	

中
尾
　
広
海

一
、
公
武
関
係
か
ら
み
る
将
軍
権
力

─
南
北
朝
期
を
中
心
に
─	

中
村
　
穂
高

一
、
南
北
朝
期
の
合
戦
に
と
も
な
う
戦
闘
の
変
化	

中
村
　
美
月

一
、
北
条
氏
の
権
力
獲
得

─
時
政
・
義
時
を
中
心
に
─	

西
谷
　
宥
威

一
、
明
治
鉄
道
計
画
の
諸
相

─
軍
部
の
要
求
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
─	

二
部
野
　
翔



七
八

龍
谷
大
学
論
集

一
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
民
衆
の
天
皇
観	

畠
中
こ
こ
ろ

一
、
近
世
初
期
政
権
と
キ
リ
ス
ト
教

─
寛
容
か
ら
排
斥
・
禁
教
へ
─	

埴
田
　
佳
奈

一
、
遣
唐
留
学
生
と
奈
良
朝
政
治
史

─
吉
備
真
備
を
中
心
と
し
て
─	

早
川
　
幸
佑

一
、
菅
原
道
真
の
大
宰
府
左
遷
に
つ
い
て	

平
元
　
靖
久

一
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
建
物
疎
開

─
京
都
を
中
心
に
─	

廣
瀬
　
貴
哉

一
、
邪
馬
台
国
に
関
す
る
一
考
察

─
魏
志
倭
人
伝
を
中
心
に
─	

藤
井
　
雪
哉

一
、
平
氏
の
軍
事
体
制	

藤
本
　
和
寿

一
、
外
交
政
策
を
め
ぐ
る
軍
と
外
務
省

─
１
９
２
０
年
代
・
30
年
代
を
中
心
に
─	

古
谷
　
彩
乃

一
、
沖
縄
戦
に
お
け
る
日
本
軍
と
住
民

─
新
聞
に
み
る
沖
縄
戦
─	

小
川
　
陽
向

一
、
中
世
後
期
・
江
戸
初
期
に
お
け
る
和
泉
施
福
寺
の
変
遷

	
松
井
　
　
唯

一
、
近
世
社
会
に
お
け
る
賭
博

─
諸
身
分
と
の
関
係
を
中
心
に
─	

眞
鍋
斗
輝
央

一
、
安
国
寺
恵
瓊
の
立
場
と
役
割	

三
宅
　
翔
也

一
、
江
戸
城
に
お
け
る
大
奥
の
組
織
と
役
割	

宮
崎
真
生
子

一
、
中
世
に
お
け
る
悪
党
と
そ
の
社
会
的
地
位	

百
瀬
　
陽
太

一
、
明
治
初
期
の
城
郭
処
分

─
存
廃
基
準
と
活
用
方
法
─	

森
　
泰
士
朗

一
、
応
仁
の
乱
と
民
衆

─
足
軽
と
京
都
周
辺
を
中
心
に
─	

森
脇
　
芽
来

一
、
歴
史
的
実
在
と
し
て
の
織
田
信
長
と
現
代
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

	

栁
沼
　
咲
良

一
、
室
町
幕
府
と
祇
園
社

─
応
仁
の
乱
後
を
中
心
に
─	

山
川
　
真
季

一
、
上
宮
王
家
滅
亡
と
乙
巳
の
変
の
首
謀
者
に
つ
い
て

	

山
﨑
　
孝
二

一
、
建
武
政
権
に
お
け
る
足
利
尊
氏
の
役
割	

吉
井
　
隆
征

一
、
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
兵
法
師
範
に
つ
い
て

─
柳
生
新
陰
流
を
中
心
に
し
て
─	

吉
田
　
成
希

一
、
纏
向
遺
跡
か
ら
見
た
邪
馬
台
国	

米
澤
　
　
暦

一
、
幕
末
の
外
交
を
め
ぐ
る
徳
川
斉
昭
の
政
治
的
立
場

	

𦚰𦚰
田
　
杏
未

一
、
苗
木
藩
に
お
け
る
廃
仏
毀
釈
と
民
衆

─
政
策
の
受
容
と
信
仰
の
諸
相
─	

渡
邉
　
か
よ

一
、『
交
隣
提
醒
』
に
見
る
雨
森
芳
洲
の
思
想	

山
口
多
賀
子

⃝⃝

歴
史
学
科
東
洋
史
学
専
攻

一
、
南
匈
奴
と
劉
淵

─
中
国
に
お
け
る
非
漢
民
族
王
朝
の
建
国
に
つ
い
て
─

	

岸
和
田
知
樹

一
、
壬
辰
・
丁
酉
倭
乱
に
お
け
る
朝
鮮
被
虜
人
と
そ
の
影
響

	

笹
壁
　
愛
里

一
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
お
け
る
ク
ビ
ラ
イ
政
権
の
成
立

	

谷
中
　
公
紀

一
、
宋
代
の
貨
幣
経
済	

松
本
　
和
也



七
九

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

一
、
安
史
の
乱
に
関
す
る
一
考
察	

山
本
　
拓
実

一
、
正
史
「
三
国
志
」
と
「
三
国
志
演
義
」・「
三
国
志
平
話
」

　
　
な
ど
の
対
比

─
伺
え
る
そ
の
背
景
─	

朝
國
　
奎
吾

一
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
末
期
に
お
け
る
人
々
の
生
活	

安
藤
　
晴
花

一
、
明
清
交
替
期
の
女
真
族
に
つ
い
て	

五
十
嵐
　
仁

一
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
大
帝
国
統
治
方
針	

池
岸
　
晃
輝

一
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
テ
ィ
ム
ー
ル
死
後
の
国
内
情
勢
に
つ
い
て

	

石
井
　
　
励

一
、
唐
代
の
通
行
証
「
過
所
」「
公
験
」

─
そ
の
機
能
と
差
異
に
注
目
し
て
─	

礒
道
　
莉
菜

一
、
蜀
漢
後
主
期
に
お
け
る
宦
官
黄
皓
の
専
横
に
つ
い
て

	

井
田
美
奈
子

一
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
祖
先
と
そ
の
説
話	

井
上
　
　
航

一
、
紀
元
前
10
世
紀
か
ら
紀
元
前
6
世
紀
の
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル

　
　
に
お
け
る
ヤ
ハ
ウ
ェ
宗
教
と
異
教
信
仰

─
バ
ア
ル
信
仰
の
弾
圧
と
復
活
─	

今
井
　
美
月

一
、
古
代
中
国
に
お
け
る
貨
幣
価
値	

上
杉
　
優
里

一
、
清
末
の
外
交
に
つ
い
て

─
翁
同
龢
と
梁
啓
超
か
ら
─	

岡
﨑
　
真
弥

一
、
秦
の
興
亡
と
法
家
思
想
に
つ
い
て	

野
田
　
珠
緒

一
、
西
魏
・
北
周
の
政
権
構
造
と
胡
漢
融
合	

奥
野
　
真
紅

一
、
唐
代
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
の
東
方
活
動	

亀
田
　
直
輝

一
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
と
そ
の
姻
族	

川
崎
　
聡
士

一
、
日
本
支
配
期
朝
鮮
に
お
け
る
教
育
令
と
そ
の
受
容

	

河
野
　
紘
平

一
、
夏
王
朝
に
つ
い
て

─
創
始
者
「
禹
」
の
事
跡
─	

川
端
　
駿
介

一
、
清
朝
宮
廷
絵
画
に
お
け
る
郎
世
寧
の
影
響	

木
俣
　
風
花

一
、
初
期
道
教
と
老
子
想
爾
注	

金
　
　
勇
樹

一
、
太
平
天
国
に
つ
い
て
の
一
考
察	

草
木
　
茂
雅

一
、
モ
ン
ゴ
ル
・
元
朝
の
日
本
遠
征
と
高
麗
王
朝	

近
藤
　
愛
輝

一
、
ア
ヘ
ン
戦
争
と
林
則
徐	

近
藤
　
　
碧

一
、
北
魏
に
お
け
る
廃
仏
と
そ
の
復
興	

近
藤
　
　
樹

一
、
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
期
に
お
け
る
女
性
の
コ
ム
参
詣

	

佐
藤
　
真
帆

一
、
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
に
お
け
る
城
郭
都
市
建
設
に
つ
い
て

	

篠
原
　
　
碩

一
、
古
代
中
国
に
お
け
る
医
学
と
陰
陽
思
想
の
関
わ
り

	

島
田
　
　
旭

一
、
カ
ル
ル
ク
の
西
遷
再
考

─
セ
ミ
レ
チ
エ
地
方
を
中
心
に
─	

清
水
　
　
亮

一
、
唐
長
安
城
の
都
市
計
画
と
住
民	

白
石
佳
那
子

一
、
シ
ュ
メ
ー
ル
初
期
王
朝
時
代
に
お
け
る
耕
地
に
つ
い
て

─
都
市
国
家
ラ
ガ
シ
ュ
を
中
心
に
─	

曽
我
　
将
広

一
、
古
代
中
国
の
死
生
観	

髙
桒
　
美
空

一
、
突
厥
の
阿
史
那
思
摩
に
つ
い
て

─
称
号
の
問
題
を
中
心
に
─	

竹
内
　
敬
哉

一
、
陳
独
秀
と
そ
の
時
代

─
五
四
新
文
化
運
動
と
第
一
次
国
共
合
作
期
を
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中
心
に
─	

立
岡
　
涼
太

一
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
つ
い
て
の
一
考
察	

寺
西
　
真
輝

一
、
則
天
武
后
の
水
脈	

永
尾
安
未
華

一
、
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
首
都
と
建
築	

永
織
　
美
羽

一
、
エ
ジ
プ
ト
新
王
国
時
代
の
人
間
社
会
に
お
い
て
亜
麻
布
製

　
　
衣
服
の
果
た
し
た
役
割	

夏
見
　
佳
子

一
、
コ
プ
ト
教
徒
に
と
っ
て
の
教
会
と
修
道
院	

新
美
　
奈
々

一
、
十
世
紀
于
闐
の
服
飾

─
曹
氏
帰
義
軍
と
の
関
係
か
ら
み
た
─	

西
辻
　
成
里

一
、
日
本
の
韓
国
併
合
に
お
け
る
一
進
会
の
役
割
に
つ
い
て

	

野
々
口
侑
樹

一
、
18
世
紀
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
印
刷
本
の
普
及
と

　
　
そ
の
背
景
に
つ
い
て
の
一
考
察	

橋
本
　
志
織

一
、
マ
ン
ギ
ト
朝
期
の
ブ
ハ
ラ
社
会
と
針
仕
事
職
人	

畑
中
　
莉
奈

一
、
漢
代
の
予
言
思
想
の
展
開	

馬
場
　
　
崚

一
、
曹
魏
に
お
け
る
人
材
登
用
に
つ
い
考
察	
平
野
　
元
貴

一
、
明
清
時
代
の
マ
カ
オ	
伏
見
　
嘉
奈

一
、
王
安
石
の
保
甲
法	

三
宅
　
一
生

一
、
義
和
団
事
件
に
つ
い
て
の
一
考
察	

村
木
廉
一
朗

一
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
軍
制

─
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
勃
興
時
を
中
心
に
─	

横
江
　
晃
輔

一
、
マ
カ
ー
ト
ニ
夫
人
の
見
た
カ
シ
ュ
ガ
ー
ル
の
生
活
様
式

	

吉
野
沙
瑛
子

一
、
宋
代
の
経
済
生
活
に
つ
い
て	

三
百
田
栞
里

⃝⃝

歴
史
学
科
仏
教
史
学
専
攻

一
、『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
女
性
観
に
つ
い
て	

大
給
　
藤
弥

一
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
仏
教
美
術
の
考
察

─
ア
ン
コ
ー
ル
を
中
心
に
─	

衣
川
　
航
平

一
、
親
鸞
と
聖
徳
太
子	

西
野
　
太
賀

一
、
源
信
の
信
仰
と
貴
族
社
会
と
の
関
係	

三
松
　
真
希

一
、
蓮
如
の
女
性
救
済
の
立
場

─
そ
の
教
化
活
動
と
著
述
を
通
じ
て
─	

赤
地
　
優
斗

一
、
中
世
に
お
け
る
寺
社
勢
力
の
宗
教
意
識

─
末
法
思
想
を
中
心
に
─	

井
戸
川
祐
依

一
、
家
康
神
格
化
問
題	

印
南
　
　
杏

一
、
本
願
寺
東
西
分
派
の
要
因	

乾
　
　
凌
仁

一
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
に
関
す
る
一
考
察	

上
田
　
瑶
真

一
、
清
沢
満
之
に
お
け
る
国
家
観
と
真
宗
信
仰
の
立
場

	

植
松
か
り
ん

一
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
世
界
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
の
歴
史
的
意
義

	

植
村
　
真
美

一
、
栄
西
の
評
価
を
め
ぐ
る
検
討	

上
吉
　
　
元

一
、
白
川
党
教
団
改
革
運
動
の
興
亡
過
程
の
検
証	

馬
本
　
大
樹

一
、
美
濃
・
飛
騨
に
お
け
る
本
願
寺
教
団
の
展
開	

梅
溪
　
順
慶

一
、
隋
末
唐
初
の
礼
敬
問
題
に
つ
い
て	

大
八
木
唯
生

一
、
ビ
ー
ム
ラ
ー
オ
・
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
不
可
触
民
解
放
運
動

　
　
に
つ
い
て
の
一
考
察	

尾
古
貴
陽
大

一
、
鳩
摩
羅
什
の
訳
経
活
動
に
関
す
る
一
考
察	

⻆
丸
誇
己
路

一
、
新
義
真
言
宗
別
立
の
背
景
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─
覚
鑁
を
中
心
と
し
て
─	

金
杉
　
颯
大

一
、
空
海
に
お
け
る
密
教
布
教
の
実
態

─
嵯
峨
天
皇
と
の
関
係
を
中
心
に
─	

河
内
　
陸
志

一
、
サ
ム
イ
ェ
の
宗
論
と
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
仏
教
受
容
に

　
　
関
す
る
一
考
察	

岸
上
　
和
暉

一
、
円
爾
と
権
力
者
と
の
関
係
に
つ
い
て	

木
村
　
彰
仁

一
、
一
休
宗
純
の
禅
僧
観	

倉
坂
　
考
陛

一
、
仏
像
の
起
源
に
関
す
る
一
考
察	

小
清
水
愛
夏

一
、
妹
尾
義
郎
の
戦
争
観
の
変
遷
と
そ
の
背
景	

児
島
　
百
音

一
、
推
古
期
に
お
け
る
仏
教
受
容
の
実
態

─
蘇
我
馬
子
の
政
策
を
中
心
に
─	

佐
々
木
拓
夢

一
、
麴
氏
高
昌
国
時
代
の
仏
教
に
関
す
る
一
考
察	

佐
藤
　
　
凌

一
、
叡
尊
の
非
人
救
済
と
諸
信
仰	

重
村
　
謙
治

一
、
近
現
代
タ
イ
の
女
性
修
行
者
と
比
丘
尼
復
興
運
動

	
清
水
　
亮
哉

一
、
平
安
前
期
の
天
皇
へ
の
灌
頂

─
真
言
・
天
台
僧
の
活
動
を
中
心
に
─	

清
津
野
咲
輝

一
、
行
基
と
律
令
国
家
の
関
係
性

─
行
基
集
団
に
対
す
る
禁
圧
か
ら
認
可
へ
の
変
転
─

	

高
島
　
柊
哉

一
、
雲
崗
石
窟
に
関
す
る
一
考
察

─
曇
曜
五
窟
を
中
心
に
─	

田
倉
淳
ノ
介

一
、
江
戸
幕
府
の
宗
教
政
策
と
不
受
不
施
派	

武
富
　
建
人

一
、
北
周
武
帝
の
破
仏
に
関
す
る
一
考
察	

田
中
　
壮
汰

一
、
親
鸞
の
神
祇
不
拝
と
そ
の
歴
史
的
役
割	

谷
下
　
伶
奈

一
、
平
安
前
期
に
お
け
る
御
霊
信
仰
の
展
開

─
貞
観
五
年
御
霊
会
を
中
心
に
─	

田
原
健
太
郎

一
、
貴
族
社
会
に
お
け
る
薬
師
信
仰
の
内
実

─
仁
明
朝
を
中
心
に
し
て
─	

中
川
　
優
介

一
、
夢
窓
疎
石
と
為
政
者	

中
嶋
　
紀
瑛

一
、
水
野
梅
暁
の
思
想
に
つ
い
て
の
一
考
察	

山
口
　
啓
樹

一
、
高
楠
順
次
郎
の
足
跡

─
国
粋
主
義
と
仏
教
研
究
の
狭
間
─	

福
島
　
誠
也

一
、
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
浄
土
教
信
仰
の
受
容

─
藤
原
道
長
と
慶
滋
保
胤
を
中
心
に
─	

中
村
　
咲
良

一
、
日
本
中
世
に
お
け
る
女
性
の
成
仏
・
往
生
に
つ
い
て

	

中
家
　
一
乃

一
、
中
世
奈
良
仏
師
の
性
格

─
権
門
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
─	

永
井
　
暉
人

一
、
行
基
集
団
と
古
代
日
本
の
仏
教
政
策	

長
澤
　
　
朋

一
、
高
麗
仏
教
に
関
す
る
一
考
察

─
八
関
会
を
中
心
に
─	

長
濱
悠
太
郎

一
、『
夢
記
』
か
ら
み
る
明
恵
の
思
想
史	

西
村
　
由
紀

一
、
中
世
後
期
に
お
け
る
高
田
専
修
寺
と
本
願
寺

─
真
慧
と
蓮
如
を
中
心
に
─	

八
力
　
廣
顯

一
、
禅
宗
六
祖
慧
能
の
思
想
に
つ
い
て	

早
本
　
桃
悠

一
、
中
世
日
本
の
仏
教
と
医
療

─
呪
術
か
ら
医
療
へ
の
変
化
─	

平
田
　
大
悟

一
、
北
条
時
頼
の
宗
教
政
策
と
臨
済
宗	

福
井
　
雄
大

一
、
清
沢
満
之
の
精
神
主
義
の
形
成
と
そ
の
歴
史
的
意
義
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藤
　
　
慶
隆

一
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
に
み
ら
れ
る
本
生
譚
に
つ
い
て
の
一
考
察

	

藤
田
奈
那
子

一
、
蓮
如
と
文
明
六
年
一
揆	

松
尾
　
優
輝

一
、
教
派
神
道
の
成
立
過
程

─
天
理
教
を
中
心
に
─	

松
岡
　
結
意

一
、
水
平
社
の
成
立
と
本
願
寺
と
の
関
係	

松
實
　
将
志

一
、
貞
観
五
年
御
霊
会
の
成
立

─
政
治
的
・
宗
教
的
考
察
を
踏
ま
え
て
─	

磨
　
　
和
沙

一
、
清
目
と
清
掃
に
つ
い
て

─
検
非
違
使
に
み
る
「
非
人
」
統
括
─	

三
宅
　
　
陸

一
、
天
武
期
に
お
け
る
仏
教
受
容
の
実
態

─
仏
教
と
神
祇
信
仰
と
の
関
係
を
中
心
に
─

	

宮
村
　
若
奈

一
、
島
地
黙
雷
の
教
部
省
対
応
の
変
遷
と
そ
の
背
景	

籾
井
　
晴
貴

一
、
栄
西
と
公
武
権
力	
樅
木
　
翔
太

一
、
道
綽
の
念
仏
理
解
に
お
け
る
一
考
察	
山
崎
　
凌
輔

一
、
一
遍
と
踊
り
念
仏	

山
城
　
和
輝

一
、
志
怪
小
説
と
仏
教
に
関
す
る
一
考
察

─
『
冥
祥
記
』
に
見
る
南
朝
期
の
仏
教
に
つ
い
て
─

	

山
中
　
有
佳

一
、
平
安
時
代
に
お
け
る
女
性
観
と
そ
の
変
化

─
仏
教
思
想
と
の
関
わ
り
を
手
が
か
り
に
─

	

湯
原
　
綾
音

一
、
教
部
省
成
立
・
崩
壊
過
程
と
仏
教
界
と
の
関
係	

横
川
　
巧
真

一
、
建
永
の
法
難
と
親
鸞	

吉
岡
　
千
捺

⃝⃝

歴
史
学
科
文
化
遺
産
学
専
攻

一
、
織
豊
期
城
郭
に
つ
い
て

─
遠
江
の
事
例
を
中
心
に
─	

青
木
　
　
蘭

一
、
古
墳
時
代
中
期
の
渡
来
系
集
落
に
つ
い
て

─
南
山
城
を
中
心
に
─	

蘓
　
　
真
生

一
、
興
福
寺
八
部
衆
立
像
の
復
元
的
考
察	

伊
庭
　
将
麻

一
、
室
生
寺
金
堂
本
尊
像
の
位
相

─
造
形
的
表
現
を
め
ぐ
っ
て
─	

大
石
　
美
咲

一
、
高
槻
市
安
満
遺
跡
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て	

小
野
さ
や
か

一
、
元
離
宮
二
条
城
「
松
柳
白
鷺
図
」
の
作
者
に
関
す
る
一
考
察

	

柏
田
明
日
菜

一
、
近
世
出
土
蒔
絵
の
保
存
処
理
に
関
す
る
研
究

─
東
京
都
港
区
大
養
寺
跡
遺
跡
出
土
漆
器
な
ど
を

例
と
し
て
─	

貴
志
珠
莉
菜

一
、
院
政
期
に
使
用
さ
れ
た
飾
金
具
の
材
質
・
技
法
に
関
す
る

　
　
文
化
財
科
学
的
研
究

─
旧
鳥
羽
離
宮
跡
出
土
資
料
を
例
と
し
て
─

	

熊
田
　
啓
佑

一
、
擬
洋
風
建
築
外
観
の
装
飾
に
関
す
る
研
究

─
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
の
意
匠
を
例
と
し
て
─

	

小
林
　
暁
光

一
、
平
安
末
期
装
飾
経
の
研
究

─
平
家
納
経
を
中
心
に
─	

小
林
英
里
香

一
、
歌
川
広
重
「
名
所
江
戸
百
景
」
に
お
け
る
表
現
の
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特
色
に
つ
い
て	

佐
藤
　
咲
希

一
、
地
獄
絵
に
お
け
る
場
面
描
写
の
変
遷

─
聖
衆
来
迎
寺
蔵
「
六
道
絵
」
を
中
心
に
─

	

谷
越
　
南
水

一
、
近
世
に
お
け
る
彩
色
材
料
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

─
輪
王
寺
青
銅
燈
籠
な
ど
の
彩
色
を
例
と
し
て
─

	

土
屋
　
花
音

一
、
大
津
百
町
と
そ
の
町
家

─
町
家
の
文
化
財
活
用
の
観
点
か
ら
─	

中
谷
羽
花
菜

一
、
岩
松
院
本
堂
天
井
画
「
鳳
凰
図
」
の
作
者
に
つ
い
て

─
東
町
祭
り
屋
台
天
井
画
「
鳳
凰
図
」
と
の
比
較
を

通
し
て
─	

中
安
　
杏
菜

一
、
古
墳
時
代
後
期
の
ガ
ラ
ス
玉
に
つ
い
て

─
奈
良
県
の
古
墳
出
土
例
か
ら
─	

西
城
戸
月
海

一
、
変
色
の
著
し
い
近
世
板
絵
の
彩
色
復
元
に
向
け
て
の

　
　
文
化
財
科
学
的
研
究

─
金
峯
山
寺
板
絵
著
色
廻
船
入
港
図
額
を
例
と
し
て
─

	

西
田
早
弥
華

一
、
円
山
応
挙
の
流
水
表
現
を
め
ぐ
る
考
察

─
「
大
瀑
布
図
」
を
中
心
に
─	

村
　
未
羽

一
、
図
像
の
彫
像
化
に
つ
い
て

─
平
安
初
期
密
教
像
を
中
心
に
─	

長
谷
川
梓
葉

一
、
文
化
財
建
造
物
に
お
け
る
白
色
塗
装
の
カ
ビ
被
害
に
関
す
る

　
　
基
礎
的
研
究

─
膠
胡
粉
塗
り
を
例
と
し
て
─	

畑
中
　
理
冴

一
、
若
冲
画
の
植
物
の
表
現
に
つ
い
て

─
花
卉
図
を
中
心
に
─	

服
部
　
佑
紀

一
、
戦
争
遺
跡
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
の
考
察

─
戦
争
の
実
相
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
─

	

花
田
　
紘
希

一
、
京
町
家
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て	

速
水
　
香
奈

一
、
古
民
家
の
保
存
・
活
用
の
た
め
の
取
組

─
民
家
展
示
施
設
と
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

対
比
か
ら
─	

馬
場
理
沙
子

一
、
古
墳
時
代
の
盾
に
つ
い
て	

檜
貝
　
一
晃

一
、
文
化
財
修
理
に
用
い
ら
れ
る
伝
統
的
に
じ
み
止
め
材
料
の

　
　
効
果
に
関
す
る
研
究

─
ド
ウ
サ
の
濃
度
差
に
よ
る
影
響
の
比
較
─

	

平
井
　
紀
基

一
、
山
科
本
願
寺
に
関
す
る
考
古
学
的
考
察

─
輸
入
陶
磁
器
を
中
心
に
─	

星
　
　
萌
花

一
、
砥
部
焼
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て	

松
本
　
俊
輔

一
、
中
四
国
地
方
の
注
口
脚
台
付
土
器
に
つ
い
て	

松
本
　
千
裕

一
、
瀬
戸
内
地
方
に
お
け
る
弥
生
時
代
の
漁
網
錘	

三
木
　
香
乃

一
、
文
化
的
景
観
の
活
用

─
「
和
束
町
の
宇
治
茶
の
茶
畑
景
観
」
を

中
心
と
し
て
─	

山
川
　
直
也

一
、
出
土
金
属
遺
物
の
脱
塩
処
理
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

─
鋳
造
鉄
製
品
を
例
と
し
て
─	

山
下
　
璃
子

一
、
但
馬
地
方
の
律
令
祭
祀	

山
本
　
達
大



八
四

龍
谷
大
学
論
集

一
、
文
化
財
建
造
物
の
漆
塗
装
の
劣
化
と
そ
の
保
存
に

　
　
関
す
る
研
究

─
彦
根
市
井
伊
神
社
社
殿
を
例
と
し
て
─	

横
田
　
一
真

一
、
伊
丹
市
に
お
け
る
文
化
財
活
用
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て

─
阪
神
間
の
地
方
公
共
団
体
と
の
比
較
か
ら
─

	

若
松
　
　
星

一
、
河
内
に
お
け
る
古
墳
時
代
の
渡
来
系
遺
物
に
つ
い
て

─
ミ
ニ
チ
ュ
ア
炊
飯
具
を
中
心
に
─	

若
山
　
未
来

一
、
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
の
赤
色
塗
装
材
料
の
変
遷
に
関
す
る
研
究

─
蓮
華
王
院
三
十
三
間
堂
と
比
較
し
て
─	

吉
田
　
圭
佑

⃝⃝

日
本
語
日
本
文
学
科

一
、
新
美
南
吉
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
論	

立
石
　
尚
寛

一
、「
月
の
都
」
か
ら
読
み
解
く
『
竹
取
物
語
』

─
異
空
間
の
役
割
と
独
自
性
─	

竹
本
　
真
理

一
、
立
原
正
秋
「
暗
い
春
」
論	

西
　
凜
太
朗

一
、『
山
家
集
』
恋
部
の
「
月
」
歌
群
に
つ
い
て	
井
岡
　
和
希

一
、
八
代
集
哀
傷
部
に
お
け
る
植
物
詠	
石
川
　
七
海

一
、
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る
古
文
教
育
の
意
義
と
指
導

	

石
橋
　
乃
愛

一
、
程
度
副
詞
「
非
常
に
」「
き
わ
め
て
」
の
比
較	

伊
東
　
花
佳

一
、『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
平
敦
盛
と
そ
の
享
受	

井
上
　
　
建

一
、
謡
曲
『
定
家
』
の
詞
章
に
つ
い
て	

大
浦
　
咲
穂

一
、『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』
歌
の
享
受

	

大
田
　
祥
輝

一
、
近
世
に
お
け
る
情
報
文
化
の
研
究

─
「
蛇
小
僧
」
を
中
心
と
し
て
─	

太
田
実
可
子

一
、
谷
崎
潤
一
郎
「
人
魚
の
嘆
き
」
論

─
水
の
描
写
に
つ
い
て
─	

大
槻
　
詩
織

一
、
八
代
集
の
「
雨
」
の
歌
に
つ
い
て	

尾
形
　
一
樹

一
、
驚
き
を
表
す
感
動
詞
「
あ
ら
」
と
「
ま
あ
」
の
比
較

	

奥
薗
　
里
香

一
、『
竹
取
物
語
』
に
お
け
る
隼
人
の
影
響	

小
野
　
真
鈴

一
、
村
上
春
樹
『
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
幽
霊
』
論

─
眠
り
か
ら
導
く
夢
の
正
体
─	

柏
木
　
美
来

一
、
天
神
縁
起
に
つ
い
て

─
丙
群
根
津
本
と
宮
内
庁
六
巻
本
を
中
心
に
─

	

梶
田
　
一
樹

一
、
森
鷗
外
「
里
芋
の
芽
と
不
動
の
目
」
論

─
諦
念
（Resignation

）
を
視
座
と
し
て
─

	

狩
野
　
　
仁

一
、
野
坂
昭
如
「
火
垂
る
の
墓
」
論

─
ホ
タ
ル
の
存
在
意
義
─	

菊
地
　
果
音

一
、
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
に
お
け
る
「
孝
」
の
研
究

	

木
澤
　
咲
子

一
、『
竹
取
物
語
』
の
宗
教
風
刺
性	

岸
川
　
徹
己

一
、
近
世
に
お
け
る
文
学
と
商
業
出
版
の
出
会
い	

北
野
く
る
み

一
、
基
礎
化
粧
品
広
告
に
見
ら
れ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の

　
　
男
女
差
に
つ
い
て
の
分
析	

木
下
　
湖
晴

一
、
近
現
代
に
お
け
る
「
連
体
詞
」
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て

	

久
保
　
瑞
歩



八
五

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

一
、『
竹
取
物
語
』「
五
つ
の
難
題
」
の
複
合
性
と
拒
絶
意
思

─
原
型
説
話
と
の
構
造
比
較
か
ら
読
み
解
く
─

	

久
保
井
智
紀

一
、
現
代
の
国
語
辞
典
を
中
心
と
し
た
接
辞
の
分
析	

黒
田
　
聡
実

一
、
関
西
方
言
の
否
定
辞
に
お
け
る
単
純
否
定
・
可
能
否
定

　
　
に
つ
い
て	

桑
山
　
柊
太

一
、『
竹
取
物
語
』
の
思
想
的
立
場

─
『
死
』
の
描
か
れ
方
に
注
目
し
て
─	

小
林
明
日
香

一
、『
竹
取
物
語
』
の
モ
チ
ー
フ

─
『
易
経
』
を
手
が
か
り
に
─	

小
林
　
尚
子

一
、
人
称
代
名
詞
「
お
ま
え
」
に
関
す
る
研
究	

酒
井
　
祐
太

一
、
ホ
ー
ム
ズ
の
日
本
語
訳
に
お
け
る
会
話
文
の
比
較

	

榊
原
　
理
奈

一
、「
あ
ざ
と
い
」
に
お
け
る
意
味
・
用
法
・
対
象	

坂
本
ゆ
き
ね

一
、
近
現
代
に
お
け
る
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
の

　
　
表
現
に
つ
い
て	
佐
々
木
朱
音

一
、
近
代
上
方
歌
舞
伎
の
展
開

─
河
内
屋
二
代
を
中
心
に
─	

笹
原
　
有
貴

一
、「
勉
強
」
と
「
学
習
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
の
考
察

	

杉
本
　
　
翔

一
、『
更
級
日
記
』
に
お
け
る
物
語
と
仏
教

─
菅
原
孝
標
女
に
と
っ
て
の
救
済
─	

清
家
　
　
希

一
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
贈
り
物
の
和
歌	

田
浦
　
澄
英

一
、「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
で
使
わ
れ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
考
察

	

高
谷
　
仁
哉

一
、「
七
不
思
議
」
の
生
成
と
流
布	

竹
井
　
真
悠

一
、『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
の
動
物
説
話
に
つ
い
て

	

竹
村
　
昌
晃

一
、『
竹
取
物
語
』
に
お
け
る
天
人
に
つ
い
て	

田
仲
の
の
か

一
、
蘆
屋
道
満
の
人
物
像
に
つ
い
て	

田
中
　
勝
己

一
、
鯰
絵
の
研
究	

田
中
　
悠
梧

一
、
男
女
を
区
別
す
る
職
業
名
の
考
察	

田
中
　
雄
大

一
、
邦
楽
の
歌
詞
に
見
ら
れ
る
「
愛
」
と
「
恋
」
に
つ
い
て

	

田
邊
　
　
柊

一
、『
日
本
永
代
蔵
』
に
お
け
る
出
版
統
制
と
笑
い	

谷
ノ
上
皓
太
郎

一
、『
百
人
一
首
』
に
お
け
る
本
歌
取
り	

田
丸
菜
名
帆

一
、
茶
掛
の
研
究

─
織
豊
期
か
ら
江
戸
時
代
前
期
を
中
心
に
─

	

築
山
　
亜
未

一
、
書
籍
販
売
業
の
現
状
と
課
題	

津
田
　
安
加

一
、
江
戸
時
代
の
出
版
物
か
ら
見
た
教
育

─
往
来
物
な
ど
に
よ
る
検
討
─	

寺
分
　
玲
央

一
、『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
夕
暮
の
和
歌	

友
田
　
清
香

一
、『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
衣
（
こ
ろ
も
）」

　
　

「
衣
（
き
ぬ
）」「
袖
」
の
和
歌	

内
藤
　
　
結

一
、
江
戸
時
代
の
化
粧
と
女
性
の
美

─
現
代
と
の
比
較
に
よ
る
考
察
─	

中
川
　
　
栞

一
、「
笑
い
」
に
関
す
る
語
彙
の
分
析	

中
谷
　
美
紀

一
、「
異
な
る
」
と
「
違
う
」
の
差
異
の
考
察	

中
日
奈
　
歩

一
、「
季
節+
色
」
の
表
現
の
考
察



八
六

龍
谷
大
学
論
集

─
邦
楽
の
歌
詞
を
中
心
に
─	

縄
田
　
優
歩

一
、『
堤
中
納
言
物
語
』「
貝
合
」
に
お
け
る
季
節
の
交
錯

─
女
童
の
装
束
を
め
ぐ
っ
て
─	

新
田
　
美
帆

一
、「
番
町
皿
屋
敷
」
の
出
版
と
展
開	

濱
岡
　
利
奈

一
、
実
録
小
説
の
〈
成
長
〉
に
つ
い
て	

濱
口
　
結
貴

一
、
式
子
内
親
王
の
夢
の
歌	

速
水
　
紫
苑

一
、
覚
如
の
和
歌
に
つ
い
て

─
『
慕
帰
絵
詞
』
を
中
心
に
─	

東
野
　
　
空

一
、『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
に
お
け
る
異
性
装

─
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
座
か
ら
─	

尾
藤
　
美
奈

一
、
香
川
方
言
に
お
け
る
「
ヨ
ル
」「
ト
ル
」
の
使
用
方
法
に

　
　
関
す
る
考
察

─
関
西
方
言
と
の
比
較
を
中
心
に
─	

福
崎
す
ず
か

一
、
太
宰
治
「
正
義
と
微
笑
」
論

─
日
記
体
に
お
け
る
空
白
の
意
義
─	

福
沢
　
里
保

一
、
日
本
の
新
劇

─
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
な
ど
─	
福
西
　
拓
大

一
、「
都
市
」
と
「
都
会
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て	

古
沢
か
な
で

一
、
三
島
由
紀
夫
『
美
し
い
星
』
論

─
浮
上
す
る
城
下
町
仙
台
─	

堀
井
　
萌
華

一
、『
正
治
初
度
百
首
』
に
お
け
る
後
鳥
羽
院
の
本
歌
取
り
歌

	

政
家
　
拓
生

一
、
外
郎
の
変
遷	

増
田
　
帆
南

一
、『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
に
お
け
る
料
紙
と
和
歌

	

三
浦
　
み
る

一
、『
諸
国
百
物
語
』
に
つ
い
て
の
研
究	

溝
上
　
茉
月

一
、
近
現
代
に
お
け
る
「
当
て
字
」
の
概
念
に
つ
い
て

	

宮
後
　
亜
衣

一
、『
百
人
一
首
』
兼
盛
・
忠
見
歌
の
享
受	

六
川
　
　
諒

一
、『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
世
俗
部
に
お
け
る
女
性
説
話

	

村
上
　
修
斗

一
、『
定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
秋
部
に
お
け
る
結
番
方
法

　
　
に
つ
い
て	

村
松
　
　
蓮

一
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
紫
の
上
の
嫉
妬
心

─
光
源
氏
と
の
関
係
か
ら
み
る
要
因
─	

森
田
　
茉
奈

一
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の
恋
歌
に
お
け
る
植
物
の
表
現

	

森
永
　
紗
蔵

一
、「
ー
ル
」
に
よ
る
動
詞
化
に
つ
い
て	

柳
田
ひ
な
た

一
、
川
端
康
成
「
浅
草
紅
団
」
論

─
弓
子
が
「
明
公
」
と
名
乗
る
意
味
を
探
る
─

	

矢
野
　
花
菜

一
、
鵺
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
情
報
・
出
版
文
化	

山
田
裕
次
郎

一
、
田
辺
聖
子
「
ジ
ョ
ゼ
と
虎
と
魚
た
ち
」
論

─
ふ
た
り
の
ジ
ョ
ゼ
を
中
心
に
─	

吉
田
　
奈
央

一
、
日
中
の
文
学
作
品
に
見
ら
れ
る
二
人
称
の
対
照
研
究

	

ソ
ン
　
ロ
シ
ュ
ウ

一
、『
御
伽
物
語
』
と
『
曾
呂
利
物
語
』
の
比
較
研
究	

山
崎
　
由
芽

⃝⃝
英
語
英
米
文
学
科

一
、T

helm
a and Louise

─T
he	Road	to	Gaining	their	Self-A

ffi
rm

ation

─



八
七

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

	

奈
良
　
千
夏

一
、A

gnes G
rey

に
お
け
る
主
人
公
の
感
情
抑
制
と
自
己
主
張

─
時
制
に
焦
点
を
当
て
て
─	

木
村
　
茉
歩

一
、Gender	changes	in	D

isney	m
ovies	

中
山
亜
佳
音

一
、
笑
い
の
語
用
論
的
分
析

─
漫
画PEA

N
U

T
S

を
例
に
─	

長
田
　
恭
佳

一
、Com

parison	of	special	needs	education	in	the	U
K

	

　
　and	Japan	

藍
田
　
一
摩

一
、Fighting	D

arkness

─T
he	D

evelopm
ent	of	Crim

e	and	Crim
e	

Prevention	in	Britain
─	

石
田
　
幸
翼

一
、D

rag	Q
ueen

の
言
語
表
現

─R
uPaul's D

rag R
ace

を
中
心
に
─	

石
橋
　
周
弥

一
、Rainbow

	Pride

─A
	Com

parison	of	LGBT
	H

istory	in	Britain	
and	Japan

─	
猪
原
穂
乃
佳

一
、
ラ
ッ
プ
の
音
声
特
徴

─
日
英
比
較
の
視
点
か
ら
─	

今
立
　
瑠
佳

一
、
日
英
の
食
感
語

─
擬
音
語
か
ら
擬
情
語
へ
─	

上
村
　
菜
々

一
、T

he	Golden	Gam
e	

植
山
　
一
明

一
、Food	Problem

s	in	A
m

erica	

内
垣
　
舞
香

一
、
１
９
７
０
年
台
ロ
ッ
ク
と
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム

─
エ
ア
ロ
ス
ミ
ス
の
歌
詞
と
ア
メ
リ
カ
社
会
─

	

鵜
野
　
咲
也

一
、
丁
寧
表
現
に
お
け
る
日
英
比
較

─
１
９
９
０
年
代
ア
メ
リ
カ
映
画
か
ら
─	

瓜
田
野
々
花

一
、U

nfair	T
reatm

ent	of	A
nim

als	

大
西
　
真
叶

一
、Jane E

yre

に
お
け
るrespectability	

岡
　
紘
奈
瀬

一
、T

he	Eye	on	Society

─George	O
rw

ell	and	M
eaning	of	D

ystopia

─

	

岡
島
　
優
太

一
、
比
喩
表
現
の
日
英
語
対
照
研
究

─
三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
を
例
に
─	

岡
田
虎
之
輔

一
、
英
語
教
育
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
児
童
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
文
学
の

　
　
有
用
性
に
つ
い
て	

奥
　
　
京
花

一
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ア
メ
リ
カ
英
語

─
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
例
に
─	

奥
　
亮
太
朗

一
、
痛
覚
の
オ
ノ
マ
ト
ペ

─
日
英
比
較
を
中
心
に
─	

尾
熊
　
夏
湖

一
、
マ
ン
ガ
に
見
る
日
英
翻
訳
に
つ
い
て

─
『
ド
ラ
え
も
ん
』
の
ひ
み
つ
道
具
を
例
に
─

	

河
合
　
迅
斗

一
、M

usic	H
istory	of	N

ew
	O

rleans

─Focus	on	Jazz		around	1900

─	

河
嶋
　
優
希

一
、『
自
負
と
偏
見
』
に
お
け
る
18
世
紀
の
結
婚

─
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ベ
ネ
ッ
ト
と
ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス

テ
ィ
ン
─	

喜
多
　
智
香

一
、
性
表
現
規
制
の
今
後
の
展
望

─
日
英
の
規
制
事
例
を
元
に
─	

北
川
　
果
琳



八
八

龍
谷
大
学
論
集

一
、A

 Christm
as Carol

に
お
け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー	

北
村
　
　
悠

一
、
構
文
文
法
と
分
解
構
文

─I helped him
 w

ith his hom
ew

ork

─

	

木
村
　
圭
吾

一
、dow

n
を
含
む
句
動
詞

─
意
味
拡
張
の
視
点
か
ら
─	

熊
谷
　
紗
奈

一
、Global	Environm

ent;	T
he	Problem

	of	W
ater

		

桑
原
　
美
侑

一
、A

ngry	youth

─T
he	story	of	British	youth	culture.

─

	

神
前
　
咲
良

一
、
語
用
論
に
よ
る
カ
タ
カ
ナ
語
の
分
析

─
ア
ド
ホ
ッ
ク
概
念
形
成
の
観
点
か
ら
─	

小
玉
　
朱
里

一
、M

otow
n's	Influence	on	A

m
erican	M

usic	

小
松
美
沙
貴

一
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
か
ら
見
る
差
別
問
題	

小
湊
　
裕
太

一
、Silas M

arner

に
お
け
る
母
性
の
表
象	
小
宮
　
舞
華

一
、J.D

.

サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
の
『
ラ
イ
麦
畑
で
つ
か
ま
え
て
』

　
　
に
つ
い
て
の
一
考
察	

小
山
紗
玖
良

一
、Frankenstein

に
お
け
る
怪
物
の
正
体	

坂
田
佳
菜
子

一
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
『
１
９
８
４
』

─
監
視
社
会
と
全
体
主
義
─	

佐
古
　
知
也

一
、
映
画
の
字
幕
翻
訳

─T
he Bucket List

を
例
に
─	

笹
尾
絵
莉
香

一
、A

nim
al Farm

に
お
け
る
馬
の
役
割	

篠
原
　
花
音

一
、「
映
画
と
小
説
の
表
現
方
法
の
違
い
」

～
『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』
を
題
材
に
～

	

柴
原
　
有
生

一
、
英
語
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
ジ
ョ
ー
ク

─
語
用
論
的
研
究
─	

少
路
　
菜
月

一
、A

 Christm
as Carol

に
お
け
る
語
り
の
脱
線
の
意
味

	

新
庄
　
咲
弥

一
、
語
り
と
落
ち

─
日
米
漫
画
比
較
─	

進
　
　
優
太

一
、M

ary Poppins

か
ら
見
る
イ
ギ
リ
ス
の
教
育
観	

平
　
　
真
麻

一
、Fools	Gold

─A
	study	of	the	connection	betw

een	pop	
m

usic	and	the	cities	in	Britain

─	

高
木
　
豊
彦

一
、
気
象
の
日
英
メ
タ
フ
ァ
ー

─
心
理
的
表
現
へ
の
拡
張
─	

瀧
川
　
彩
芽

一
、
英
語
教
育
が
担
う
役
割
の
変
化
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

─
教
科
書N

E
W

 H
O

R
IZO

N

を
例
に
─	

竹
内
香
穂
里

一
、O

liver T
w

ist

に
お
け
る
悪

─
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
社
会
構
造
と
の

関
係
に
お
い
て
─	

武
村
　
桃
花

一
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
カ
ポ
ー
テ
ィ
の
『
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食

　
　
を
』
に
お
け
る
人
種
観
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
に
つ
い
て

	

田
中
　
元
樹

一
、T

ess of the d’U
rbervilles

に
お
け
る
太
陽
の
も
つ
意
味

─
「
宇
宙
の
内
在
意
志
」
と
の
関
係
に
お
い
て
─

	

田
中
　
秀
磨



八
九

二
〇
二
一
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
（
三
月
卒
業
）

一
、
英
語
の
ジ
ョ
ー
ク

─
語
用
論
的
観
点
か
ら
の
一
考
察
─	

田
中
　
拓
実

一
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
文
化
・
歴
史
の
影
響

	

田
中
　
　
光

一
、
ペ
ッ
ト
の
名
づ
け

─
日
英
の
歴
史
か
ら
─	

田
中
　
莉
子

一
、A

lice's A
dventures in W

onderland

に
お
け
る
挿
絵
の

　
　
効
果	

土
田
　
弓
月

一
、H

um
an	V

alues

─Class	Society	O
f	Britain	A

nd	Japan

─

	

手
島
　
穂
南

一
、
身
体
部
位
の
比
喩
表
現

─
日
英
比
較
─	

寺
田
　
里
和

一
、LGBT

Q
	problem

s	and	rights

─Com
paring	Japan	and	the	U

SA
─	
戸
田
　
彩
水

一
、T

he	T
ransition	of	N

ative	A
m

erican	lifestyle
	

豊
留
　
菜
摘

一
、
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
表
現

─
野
球
を
例
に
─	

仲
　
　
　
諒

一
、
時
計
じ
か
け
の
オ
レ
ン
ジ
か
ら
考
え
る
人
権
の
在
り
方

	

中
井
宗
一
郎

一
、
ジ
ェ
ー
ン
・
エ
ア	

中
嶋
　
穂
香

一
、
字
幕
翻
訳
と
吹
替
翻
訳

─
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
例
に
─	

中
野
　
広
大

一
、Frankenstein

に
お
け
る
怪
物
の
正
体	

西
村
　
未
旺

一
、T

he	Light	and	the	Shadow

─Royal	Fam
ilies	and	the	M

edia	in	Britain	and	
Japan

─	

野
田
　
乃
愛

一
、
英
語
の
イ
デ
ィ
オ
ム

─
ス
ポ
ー
ツ
由
来
の
表
現
を
例
に
─	

野
町
　
穂
香

一
、
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ソ
ロ
ー
の
『
森
の
生
活
』

　
　
に
お
け
る
人
間
の
本
質
的
理
解	

長
谷
川
　
快

一
、Cheerleading	in	the	U

SA
	

濱
口
菜
々
香

一
、Silas M

arner

に
お
け
る
母
性	

早
川
く
る
み

一
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
小
説
「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」

　
　
に
つ
い
て

─
推
理
小
説
の
原
点
と
し
て
の
研
究
─	

原
田
　
拓
実

一
、Im

m
igration	in	the	U

nited	States

─T
he	U

.S.	Im
m

igration	and	Custom
s	

Enforcem
ent

─	

平
岡
　
梨
沙

一
、
ル
イ
ー
ザ
・
メ
イ
・
オ
ル
コ
ッ
ト
の
『
若
草
物
語
』

　
　
に
お
け
る
女
性
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て	

廣
田
　
あ
み

一
、T

he	Gun	Issue	in	A
m

erica:	Problem
s	and	Solutions

	

福
田
　
千
紘

一
、H

arry Potter

に
み
る
イ
ギ
リ
ス
の
文
化	

藤
井
　
陽
菜

一
、Jane E

yre

に
お
け
るJane

の
自
立

─
経
済
的
観
点
か
ら
─	

藤
原
菜
七
香

一
、Jim

	Crow
	Law

─T
he	System

	in	Southern	States

─	

藤
村
　
祐
未

一
、
日
米
の
ス
ラ
ン
グ



九
〇

龍
谷
大
学
論
集

─
史
的
変
化
を
中
心
に
─	

細
谷
　
沙
永

一
、Lord of the Flies

に
お
け
る
悪	

松
岡
　
志
歩

一
、H

ow
	the	Im

age	of	A
frican	A

m
ericans	w

as	Created	
　
　in	A

m
erica		

松
田
　
裕
希

一
、British fashion culture	

砂
子
　
彩
羅

一
、『
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
』
か
ら
の
学
び	

水
野
　
未
都

一
、Pythonesque

─M
onty	Python	and	British	Com

edy

─

	

武
藤
　
梨
奈

一
、
英
語
童
話
の
オ
ノ
マ
ト
ペ

─
邦
訳
の
視
点
か
ら
─	

山
尾
　
天
乃

一
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
日
英
翻
訳

─
漫
画
を
例
に
─	

山
口
　
菜
月

一
、
対
人
関
係
と
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス

─
映
画M

y Intern

を
例
に
─	

山
崎
　
美
菜

一
、Status	Sym

bol

─T
he	D

ecline	of	Service	in	Britain
─

	

山
下
　
采
花

一
、Im

m
igration and E

conom
ic D

isparity	in	the	U
SA

	

山
中
　
勇
輝

一
、
Ｎ
・
Ｈ
・
ク
ラ
イ
ン
バ
ウ
ム
の
『
い
ま
を
生
き
る
』

　
　
か
ら
学
ぶ
思
春
期
の
あ
り
方	

山
本
菜
々
子

一
、T

he Inform
ation W

ar

─T
he D

ifference Betw
een British and 

Japanese N
ew

spapers

─	

山
本
　
裕
貴

一
、N

ew
	Jim

	Crow
	System

s	in	the	U
nited	States	

　
　T

oday	

吉
田
　
侑
生

一
、D
iscrim

ination	against	A
frican	A

m
ericans	by	

　
　Police	O

ffi
cers	

篗
田
　
夏
芽

一
、
日
英
翻
訳
に
み
る
比
喩
表
現

─
村
上
春
樹
の
小
説
を
例
に
─	

渡
邉
　
涼
香

一
、Jane E

yre

に
お
け
るJane

の
自
立

─
抑
圧
か
ら
の
脱
却
─	

中
川
　
若
奈

一
、m

elt

と
「
溶
け
る
」

─
多
義
と
メ
タ
フ
ァ
ー
─	

西
元
　
桃
香

二
〇
二
一
年
度
文
学
部 

卒
業
論
文
題
目
（
九
月
卒
業
）

⃝⃝

真
宗
学
科

一
、
親
鸞
と
『
観
無
量
寿
経
』	

末
岡
　
真
熙

一
、
真
宗
に
お
け
る
真
俗
二
諦
の
形
成
に
つ
い
て	

中
島
　
範
親

一
、
親
鸞
に
お
け
る
還
相
回
向
の
一
考
察	

大
江
　
智
教

⃝⃝

仏
教
学
科

一
、
律
蔵
か
ら
み
る
僧
の
食	

楠
　
　
慈
仁

一
、
仏
教
に
お
け
る
悪
魔
に
つ
い
て	

後
東
　
了
悟

⃝⃝
哲
学
科
教
育
学
専
攻

一
、
自
尊
感
情
の
高
さ
と
親
か
ら
褒
め
ら
れ
た
・
叱
ら
れ
た
経
験

　
　
の
想
起
の
関
連



九
一

二
〇
二
一
年
度
短
期
大
学
部
卒
業
論
文
題
目

─
小
学
校
高
学
年
時
と
現
在
（
大
学
生
時
）
の
比
較
─

	

丸
山
　
雄
大

⃝⃝
臨
床
心
理
学
科

一
、
計
算
す
る
能
力
に
凹
凸
を
も
つ
人
の
日
常
生
活
に
お
け
る

　
　
困
り
感
に
つ
い
て	

日
名
　
理
夢

⃝⃝

歴
史
学
科
日
本
史
学
専
攻

一
、
今
川
氏
の
対
外
交
渉
と
文
化
交
流

─
公
家
と
の
つ
な
が
り
を
中
心
に
─	

吉
田
　
　
奨

一
、「
人
斬
り
」
た
ち
の
幕
末
維
新

─
政
治
的
・
思
想
的
背
景
に
注
目
し
て
─	

田
伏
　
優
真

⃝⃝

歴
史
学
科
東
洋
史
学
専
攻

一
、
変
容
す
る
イ
ナ
ン
ナ
女
神	

長
野
　
修
平

一
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
内
外
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
考
察

─
ズ
ィ
ヤ
・
ギ
ョ
カ
ル
プ
と
ユ
ス
フ
・
ア
ク
チ
ュ
ラ
を

比
較
し
て
─	
田
中
　
裕
也

一
、
漢
代
に
お
け
る
地
方
行
政
の
在
り
方	
中
居
　
晶
央

⃝⃝

歴
史
学
科
仏
教
史
学
専
攻

一
、
推
古
朝
の
仏
教
と
政
策
に
つ
い
て	

長
尾
那
奈
子

一
、
ラ
ー
マ
4
世
、
5
世
に
よ
る
タ
イ
仏
教
改
革
と
近
代
化

	

吉
田
　
慶
太

⃝⃝

文
化
遺
産
学
専
攻

一
、
弥
生
時
代
の
戦
い
に
つ
い
て	

古
賀
　
礼
華

⃝⃝

英
語
英
米
文
学
科

一
、
泉
鏡
花
と
ポ
ー

─
「
黒
猫
」
を
め
ぐ
っ
て
─	

相
原
　
由
季

一
、
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
英
語
と
文
化	

高
田
　
　
廉

一
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
の
短
編
小
説
に
つ
い
て

	

杉
山
倫
太
郎

二
〇
二
一
年
度
短
期
大
学
部 

卒
業
論
文
題
目

一
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
地
域
公
益
活
動
の
取
組
み
に
つ
い
て

	

岡
田
涼
太
郎

一
、
高
齢
化
社
会
に
よ
る
問
題

─
高
齢
者
の
暮
ら
し
や
す
い
街
と
は
─	

愛
須
　
茉
耶

一
、
深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
と
児
童
相
談
所
の
現
状
に
つ
い
て

	

明
石
　
竜
成

一
、
児
童
虐
待
と
見
な
さ
れ
る
現
象	

穐
山
　
静
月

一
、
う
つ
病
の
治
療
法
・
対
策

─
う
つ
病
か
ら
の
社
会
復
帰
に
向
け
て
─	

浅
田
　
裕
也

一
、
高
齢
者
世
帯
の
老
々
介
護
に
お
け
る
リ
ス
ク
対
策

─
安
心
・
安
全
を
求
め
て
─	

安
藤
　
聡
美

一
、
視
覚
障
害
の
観
点
か
ら
み
た
社
会
で
の
工
夫	

安
藤
は
る
な

一
、「
国
内
外
か
ら
見
る
子
ど
も
の
い
じ
め
」	

飯
田
　
佑
音

一
、
発
生
予
防
の
観
点
か
ら
考
え
る
虐
待	

池
田
　
愛
弓

一
、
我
が
国
に
お
け
る
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

　
　
現
状
と
今
後
の
在
り
方	

石
田
萌
衣
子

一
、
認
知
症
患
者
に
対
す
る
音
楽
療
法
の
効
果
と
現
状



九
二

龍
谷
大
学
論
集

	

糸
谷
　
知
瞭

一
、
児
童
虐
待
の
現
状
と
加
害
者
の
被
害
者
性	

稲
家
　
　
颯

一
、
今
後
の
日
本
のICT

教
育
に
お
け
る
課
題
へ
の
取
組

─
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
教
育
の
実
現
へ
─

	

伊
野
　
涼
雅

一
、
ス
ポ
ー
ツ
が
も
た
ら
す
高
齢
者
へ
の
影
響
力	

岩
崎
　
峻
士

一
、
男
女
平
等
な
社
会
に
す
る
た
め
に

─
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
比
較
し
て
─	

岩
﨑
　
　
陽

一
、
介
護
施
設
に
お
け
る
理
想
的
な
看
取
り
と
は	

岩
本
　
由
海

一
、
動
物
と
福
祉
に
つ
い
て	

宇
井
　
彩
子

一
、
不
登
校
要
因
の
変
遷
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
意
義
に
つ
い
て

	

上
田
龍
太
郎

一
、
発
達
障
害
学
生
へ
の
大
学
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
現
状
と

　
　
課
題	

浦
邉
　
知
佳

一
、
発
達
障
害
者
の
就
労
支
援
と
支
援
体
制
に
つ
い
て

	
榎
本
　
千
華

一
、
福
祉
の
現
場
を
助
け
る
機
会
や
装
置	
大
岡
　
雄
登

一
、
多
文
化
共
生
社
会
の
現
状
と
課
題	

大
村
　
惟
人

一
、
ゲ
ー
ム
依
存
と
子
ど
も
の
将
来	

岡
本
　
雄
輝

一
、
育
児
に
お
け
るSN

S

の
利
用	

小
川
　
志
茉

一
、
児
童
虐
待
の
今
後
の
課
題
と
求
め
ら
れ
る
支
援	

加
藤
　
稚
葉

一
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
と
効
果
に
つ
い
て

～
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
の
考
察
～

	

川
上
　
風
花

一
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
現
状
と
影
響

─
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
る
─

	

北
野
　
晴
稀

一
、
処
方
薬
依
存
症
患
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
社
会
的
支
援
の

　
　
あ
り
方	

久
保
　
華
音

一
、
高
齢
者
虐
待
に
お
け
る
養
護
者
支
援
に
つ
い
て

─
今
後
あ
る
べ
き
支
援
の
姿
と
は
─	

庫
本
　
七
海

一
、
安
楽
死
の
必
要
性
に
つ
い
て	

黒
川
　
泰
平

一
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
よ
る
生
活
保
障
と
は

～
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
へ
の
期
待
と
効
果
～	

児
玉
　
　
掌

一
、
児
童
養
護
施
設
で
の
自
由
な
進
路
決
定
の
た
め
に

	

小
森
　
　
明

一
、
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
課
題
と
現
状

	

近
藤
　
隼
人

一
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て	

坂
本
　
　
光

一
、
中
高
年
ひ
き
こ
も
り
の
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
一
考
察

	

先
間
　
直
樹

一
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
と
企
業

─
企
業
が
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
メ
リ
ッ
ト
─

	

櫻
井
　
裕
基

一
、
一
橋
大
学
の
事
例
か
ら
考
え
るLGBT

の
人
の
差
別
と
人
権

	

笹
嶋
　
　
綾

一
、
コ
ロ
ナ
渦
の
中
で
自
然
災
害
が
起
き
た
と
き
の
福
祉
へ
の

　
　
影
響
と
対
応
策	

左
部
　
来
夢

一
、
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
方
法	

佐
本
　
隆
哉

一
、
認
知
症
患
者
に
対
す
る
理
解
と
共
生
社
会
へ
の
実
現



九
三

二
〇
二
一
年
度
短
期
大
学
部
卒
業
論
文
題
目

	

下
羽
根
亜
美

一
、
尊
厳
死
の
認
識
の
差
異
に
関
す
る
研
究	

瀧
尾
　
匠
汰

一
、
世
界
の
貧
困

─
地
域
ご
と
の
差
異
─	

田
代
　
良
太

一
、
音
楽
療
法
の
有
効
性
と
今
後
の
課
題	

堤
　
　
莉
佳

一
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
か
ら
見
る
黒
人
差
別	

豊
島
　
昇
太

一
、
高
齢
者
の
孤
食
と
健
康

─
人
生
100
年
時
代
を
考
え
る
─	

中
西
　
香
乃

一
、
い
じ
め
の
現
状	

中
西
　
恵
三

一
、
日
本
の
貧
困
に
つ
い
て

─
デ
ン
マ
ー
ク
と
比
較
し
て
考
え
る
─	

中
西
　
研
登

一
、CM

C

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
非
言
語
情
報
の

　
　
必
要
性	

永
尾
　
　
彩

一
、
音
楽
に
よ
る
感
情
操
作
と
好
ま
れ
る
楽
曲	

西
田
　
和
叶

一
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
た
め
に
社
会
が
す
べ
き
こ
と

	
二
宮
　
　
愛

一
、
人
口
過
疎
地
に
お
け
る
現
状
と
地
域
活
性
化
に
向
け
た

　
　
取
り
組
み	

野
原
　
由
伸

一
、
日
本
で
の
出
生
前
診
断
の
受
診

─
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
の
繋
が
り
─	

朴
　
　
舜
華

一
、
社
会
福
祉
施
設
のICT

化
の
実
態
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

─
高
齢
者
施
設
の
現
状
と
課
題
─	

東
出
　
陸
来

一
、
日
本
と
世
界
の
生
活
保
護
制
度	

日
野
　
泰
雅

一
、
発
達
障
害
の
特
性
に
対
応
す
る
た
め
の
介
助
者
の

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

─
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
サ
ザ
エ
さ
ん
に
よ
る
一
考
察
─

	

深
美
　
晴
菜

一
、
子
ど
も
の
貧
困
の
現
状
と
課
題	

福
嶌
　
桃
萌

一
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
・
現
状
と
そ
の
課
題	

藤
　
　
朱
音

一
、
日
本
人
の
世
代
間
ご
と
の
死
生
観	

藤
井
　
行
子

一
、
次
の
時
代
に
お
け
る
学
習
形
態
に
つ
い
て	

藤
田
　
一
輝

一
、
児
童
虐
待
が
及
ぼ
す
子
ど
も
へ
の
影
響
と
虐
待
防
止
へ
の

　
　
取
り
組
み	

藤
原
　
泰
樹

一
、
孤
独
死
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て	

星
野
　
桃
花

一
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
正
し
い
理
解
を
深
め
る
に
は

	

本
田
　
千
陽

一
、
高
齢
者
介
護
施
設
で
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
現
状
と
課
題

	

俣
野
ひ
ま
り

一
、
認
知
症
に
お
け
る
生
活
上
の
課
題
と
対
策

─
家
族
の
負
担
と
影
響
─	

松
内
　
清
海

一
、
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

─
児
童
生
徒
を
い
じ
め
か
ら
守
る
た
め
に
は

何
が
必
要
か
─	

松
村
　
拓
実

一
、
児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
自
立
支
援
の
現
状

─
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
実
態
と
課
題
─	

松
本
　
純
怜

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
に
お
け
る
高
齢
者
へ
の

　
　
身
体
的
・
精
神
的
影
響
と
そ
の
対
策	

的
場
幸
之
介

一
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
興
味
・
関
心
を
持
つ
た
め
に
は

　
　
ど
の
よ
う
な
社
会
に
し
て
い
く
べ
き
か	

万
井
　
梨
乃

一
、
日
本
に
お
け
る
安
楽
死
制
度
の
在
り
方	

南
　
　
美
慧



九
四

龍
谷
大
学
論
集

一
、
少
子
化
の
原
因
と
な
る
子
育
て
不
安
の
軽
減
に
つ
い
て

	

宮
﨑
　
楓
菜

一
、
児
童
虐
待
に
お
け
る
虐
待
者
へ
の
支
援	

向
　
　
香
澄

一
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
と
課
題
解
決
に
向
け
て
の
一
考
察

	

森
本
　
麗
奈

一
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
と
課
題	

守
屋
　
沙
都

一
、
高
齢
者
の
終
末
介
護
に
関
す
る
「
死
」
に
つ
い
て

	

矢
作
　
崇
任

一
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
現
状
に
つ
い
て

	

山
品
　
優
梨

一
、
現
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
と
の
関
係

	

山
本
那
津
子

一
、K

-PO
P

ア
イ
ド
ル
が
切
り
拓
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
の

　
　
可
能
性	

湯
口
　
亜
湖

一
、
里
親
養
育
に
お
け
る
里
親
実
子
へ
の
影
響	

吉
岡
　
麻
尋

一
、
日
本
で
働
く
外
国
人
労
働
者
問
題

─
今
後
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
る
─

	

𠮷𠮷
𠮷
　
透
馬

二
〇
二
一
年
度
龍
谷
学
会 

学
術
講
演
セ
ミ
ナ
ー
活
動
報
告

〇
六
月
一
日
（
火
）

中
国
ム
ス
リ
ム
研
究
の
魅
力
と
課
題

　
　
　
　
中
西
竜
也
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授
）

	

〔
龍
谷
史
学
会
担
当
〕

臨
床
心
理
学
学
術
講
演
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
村
瀬
敏
則
（
京
都
府
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
部
長
）

	

〔
臨
床
心
理
学
科
担
当
〕

〇
六
月
四
日
（
金
）

像
が
来
た
道

　
　
　
　
小
松
原
ゆ
り
（
明
治
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
）

	

〔
歴
史
学
科
東
洋
史
学
専
攻
担
当
〕

〇
六
月
十
八
日
（
金
）

平
安
京
の
都
市
民
と
祭
り

　
　
　
　
久
米
舞
子
先
生
（
龍
谷
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

	

〔
歴
史
学
科
日
本
史
学
専
攻
担
当
〕

〇
七
月
十
四
日
（
水
）

世
界
遺
産
登
録
と
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群

　
　
　
　
一
瀬
和
夫
（
京
都
橘
大
学
教
授
）

	

〔
歴
史
学
科
文
化
遺
産
学
専
攻
担
当
〕

〇
十
一
月
九
日
（
火
）

浄
土
真
宗
と
妙
好
人

　
　
　
　
林
智
康
（
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
）

	

〔
真
宗
学
科
担
当
〕

〇
十
一
月
十
二
日
（
金
）

出
土
金
属
製
品
の
保
存
処
理
の
現
状
と
課
題

　
　
　
　
山
𠮷
卓
司
（	

龍
谷
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
文
化
遺
産
学
専

攻
講
師
）



九
五

二
〇
二
一
年
度
龍
谷
学
会
学
術
講
演
セ
ミ
ナ
ー
活
動
報
告

昭
和
前
期
の
仏
教
と
ア
ジ
ア
の
戦
争

　
　
　
　
大
澤
広
嗣
（
文
化
庁
宗
教
課
専
門
職
）

	

〔
龍
谷
史
学
会
担
当
〕

〇
十
一
月
十
九
日
（
金
）

地
方
档
案
史
料
か
ら
見
る
清
代
中
国
の
基
層
社
会

　
　
　
　
水
越
知
（
関
西
学
院
大
学
文
学
部
教
授
）

	

〔
歴
史
学
科
東
洋
史
学
専
攻
担
当
〕



龍
谷
学
会
役
員

会
　
　
長	

玉
　
木
　
興
　
慈

編
集
委
員	
村
　
岡
　
　
　
倫（
編
集
主
任
）

	
水
　
尾
　
文
　
子（
庶
務
会
計
主
任
）

	

鍋
　
島
　
直
　
樹

	

能
　
仁
　
正
　
顕

	

小
　
林
　
　
　
徹

	

林
　
　
　
美
　
輝

	

吉
　
川
　
　
　
悟

	

山
　
本
　
浩
　
樹

	

市
　
川
　
良
　
文

	

國
　
下
　
多
美
樹

	

内
　
田
　
智
　
子

	

佐
々
木
　
大
　
悟

学
会
事
務	

福
　
田
　
　
　
基

	

小
　
池
　
翔
　
平

	

木
　
村
　
瑠
　
里

編
集
後
記

　
『
龍
谷
大
学
論
集
』
第
四
九
九
號
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
本
號
に
は
、
八
本
の
論
考
を
掲
載
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
各
位
、

そ
し
て
編
集
そ
の
他
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

多
く
の
方
々
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
世
の
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
の
趨
勢
に
伴
っ
て
、
研
究

に
お
い
て
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
様
々
な

面
で
以
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
昨
年
起
こ
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
が
世
界
に
暗
い
影
を
落
と
し
、
長
引
く
戦
争
は

日
本
に
と
っ
て
も
決
し
て
対
岸
の
火
事
で
は
な
く
、

コ
ロ
ナ
禍
以
上
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
二
〇
二
二
年
七
月
に
急
逝
さ
れ
た
文
学
部
歴

史
学
科
仏
教
史
学
専
攻
の
畏
友
、
林
行
夫
教
授
は
東

南
ア
ジ
ア
仏
教
史
の
専
門
家
で
し
た
が
、
冷
戦
体
制

中
の
１
９
８
０
年
代
、
タ
イ
と
ラ
オ
ス
間
の
緊
張
が

続
く
国
境
域
で
、「
人
は
愛
し
あ
え
る
の
に
国
は
そ

れ
が
で
き
な
い
」
と
い
う
住
民
の
嘆
き
を
聞
い
た
と

話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

人
文
学
研
究
は
、
人
々
の
分
断
の
不
毛
さ
、
人
と
人

の
絆
と
共
生
の
重
要
性
を
説
く
の
が
使
命
の
一
つ
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
情
だ
か
ら
こ

そ
、
お
お
い
に
研
鑽
を
積
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
も
龍
谷
学
会
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。	

（
村
岡
　
倫
）
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龍 

谷 

学 

会 

規 

程

昭
和
　
年
　
月
　
日

改
正
　
昭
和
三
十
八
年
六
月
日

令
和
元
年
十
二
月
十
一
日

令
和
四
年
九
月
九
日

第
一
条
　
本
会
は
、
龍
谷
学
会
と
称
し
、
事
務
所
を
龍
谷
大
学
内
に
お
く
。

第
二
条
　	

本
会
は
、
仏
教
学
、
哲
学
、
史
学
、
文
学
、
心
理
学
な
ど
人
文

社
会
諸
学
の
研
究
の
促
進
並
び
に
そ
の
発
表
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
　
本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

　
　
　
　
一
、「
龍
谷
大
学
論
集
」
の
発
行

　
　
　
　
二
、
講
演
会
、
研
究
会

　
　
　
　
三
、
本
会
と
関
係
す
る
学
内
学
会
の
補
助

　
　
　
　
四
、
そ
の
他
、
本
会
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業

第
四
条
　
本
会
は
、
次
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

　
　
　
　
一
、
普
通
会
員

龍
谷
大
学
文
学
部
、
心
理
学
部
及
び
短
期
大
学
部
に
所
属
す

る
専
任
教
育
職
員

　
　
　
　
二
、
学
生
会
員

龍
谷
大
学
文
学
部
、
心
理
学
部
、
短
期
大
学
部
、
大
学
院
文

学
研
究
科
及
び
大
学
院
実
践
真
宗
学
研
究
科
の
学
籍
を
有
す

る
学
生

　
　
　
　
三
、
賛
助
会
員

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
も
の

第
五
条
　
本
会
に
評
議
員
会
を
お
く
。

　
　
　
　
二
、
評
議
員
会
は
、
全
普
通
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　
　
　
三	

、
評
議
員
会
は
、
第
3
条
所
定
の
事
業
遂
行
に
必
要
な
重
要

事
項
を
協
議
決
定
す
る
。

第
六
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

　
　
　
　
一
、
名
誉
会
長
　
一
　
名

　
　
　
　
二
、
会
　
　
長
　
一
　
名

　
　
　
　
三
、
委
　
　
員
　
若
干
名

第
七
条
　
役
員
の
選
出
及
び
任
期
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
　
一
、
名
誉
会
長
は
、
龍
谷
大
学
長
こ
れ
に
就
く
。

　
　
　
　
二	

、
会
長
は
、
龍
谷
大
学
文
学
部
長
こ
れ
に
任
じ
、
本
会
の
業

務
を
統
理
す
る
。

　
　
　
　
三	

、
委
員
は
、
龍
谷
大
学
教
職
員
会
員
中
よ
り
会
長
こ
れ
を
委

嘱
し
、
任
期
を
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
八
条
　	

本
会
の
経
費
は
、
会
員
の
入
会
金
、
会
費
、
龍
谷
大
学
か
ら
の

助
成
寄
付
金
等
を
も
っ
て
こ
れ
を
支
弁
す
る
。
会
費
に
関
し
て

は
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
九
条
　	

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
三
月
三
十
一

日
に
終
わ
る
。

第
十
条
　
本
会
の
現
金
出
納
は
、
龍
谷
大
学
財
務
部
経
理
課
に
委
託
す
る
。

第
十
一
条
　	

本
規
程
の
更
改
に
は
、
評
議
員
会
に
お
い
て
、
出
席
者
三
分

の
二
以
上
の
賛
同
を
要
す
る
。

　
　
　
付
　
則

　
こ
の
規
程
は
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

　
　
　
付
　
則
（
昭
和
三
十
八
年
六
月
　
日
第
五
条
、
第
六
条
改
正
）

　
こ
の
規
程
は
、
昭
和
　
年
　
月
　
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
付
　
則
（
令
和
元
年
十
二
月
十
一
日
第
二
条
～
第
十
一
条
改
正
）

　
こ
の
規
程
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
付
　
則
（
令
和
四
年
九
月
九
日
第
二
条
、
第
四
条
一
部
改
正
）

　
こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



龍
谷
学
会
会
費
納
入
規
程昭

和
三
十
七
年
四
月
一
日

一
部
改
正
　
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日

一
部
改
正
　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日

一
部
改
正
　
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日

一
部
改
正
　
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日

一
部
改
正
　
　
平
成
十
九
年
四
月
一
日

一
部
改
正
　
　
　
令
和
三
年
十
月
一
日

一
部
改
正
　
　
　
令
和
五
年
四
月
一
日

第
一
条
　	

本
会
会
員
の
会
費
は
す
べ
て
年
額
三
千
円
と
し
、
半
期
ご
と
に

一
千
五
百
円
ず
つ
、
毎
年
度
四
月
及
び
九
月
に
納
入
す
る
。
た

だ
し
、
休
学
中
は
当
該
期
間
の
会
費
納
入
を
免
除
さ
れ
る
。

第
二
条
　
普
通
会
員
は
入
学
に
際
し
て
入
会
金
二
千
円
を
納
め
る
。

第
三
条
　	

本
学
短
期
大
学
部
よ
り
本
学
文
学
部
又
は
心
理
学
部
の
三
回
生

に
編
入
す
る
者
は
、
入
会
金
の
納
入
を
不
要
と
す
る
。

第
四
条
　	

本
学
文
学
部
又
は
心
理
学
部
よ
り
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
又

は
実
践
真
宗
研
究
科
へ
入
学
す
る
者
も
、
入
会
金
の
納
付
は
不

要
と
す
る
。

第
五
条
　
本
会
の
会
費
は
、
龍
谷
大
学
財
務
部
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
　	

す
で
に
納
入
し
た
入
会
金
並
び
に
会
費
は
、
如
何
な
る
事
情
が

あ
っ
て
も
返
済
し
な
い
。

第
七
条
　
本
規
程
は
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

　
　
　
付
　
則
（
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
一
部
改
定
）

　
　
　
付
　
則
（
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
一
部
改
定
）

　
　
　
付
　
則
（
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
よ
り
一
部
改
定
）

　
　
　
付
　
則
（
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
一
部
改
定
）

　
　
　
付
　
則
（
平
成
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
一
部
改
定
）

　
　
　
付
　
則
（
令
和
三
年
十
月
一
日
よ
り
一
部
改
定
）

　
　
　
付
　
則
（
令
和
五
年
四
月
一
日
よ
り
一
部
改
定
）



2021（令和３）年度　龍谷学会収支決算（2022．3．31）
2021（令和３）年４月１日～2022（令和４）年３月31日

収入の部 （単位：円）

科　　目 内　　容 予算額 決算額 増減額

入会金及び
単年度会費

龍谷学会学生会費 14,076,500 14,076,500 0

雑 収 入 雑 収 入 285 285 0

繰 越 金 前 年 度 繰 越 金 44,811,649 44,811,649 0

合　　計 58,888,434 58,888,434 0

支出の部 （単位：円）

科　　目 内　　容 予算額 決算額 増減額

事 業 費

学 会 誌 印 刷 費 18,000,000 2,536,314 15,463,686

叢 書 印 刷 費 11,000,000 2,993,760 8,006,240

学術講演セミナー等費 3,600,000 550,616 3,049,384

学 術 出 版 等 費 3,600,000 2,350,770 1,249,230

発 送 費 2,500,000 60,430 2,439,570

通 信 ・ 交 通 費 120,000 9,000 111,000

予 備 費 予 備 費 1,049,120 2,000 1,047,120

繰 越 金 次 年 度 繰 越 金 12,188,434 50,385,544 -38,197,110

合　　計 58,888,434 58,888,434 0
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